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旧刑法数罪俱発条と治罪法第一三条但書
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一
　
序

　
日
本
で
は
じ
め
て
西
洋
法
が
体
系
的
に
継
受
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
旧
刑
法
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
と
西
洋
法
の
接
続
が
み
ら
れ
る
法
と

し
て
数
々
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
き（
1
）た。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
実
体
法
で
あ
る
旧
刑
法
と
同
年
に
並
び
施
行
さ
れ
た
刑
事
手
続
法
で

あ
る
治
罪
法
の
編
纂
過
程
の
詳
細
や
各
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な（
2
）い。
と
く
に
、
旧
刑
法
の
『
日
本
刑
法
草
案
会

議
筆（
3
）記』

に
相
当
す
る
綿
密
な
会
議
記
録
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
事
実
は
、
治
罪
法
研
究
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　
旧
刑
法
よ
り
先
の
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
成
立
し
た
新
律
綱
領
は
、
明
治
維
新
を
経
て
近
代
的
な
統
一
国
家
を
め
ざ
し
た
明
治
政

府
が
、
は
じ
め
て
編
纂
し
た
統
一
刑
法
典
で
あ
り
、
同
六
年
に
は
新
律
綱
領
の
不
備
を
補
っ
た
改
定
律
例
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
明
治
初
期
刑
法
は
そ
の
基
礎
を
東
洋
の
「
律
」
に
置
き
、
東
洋
主
義
的
な
刑
罰
思
想
の
も
と
で
成
立
し
た
も
の
と
い
え（
4
）る。

こ
こ
で

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
律
」
は
刑
事
法
典
で
あ
っ
て
、
現
代
の
意
味
で
い
う
実
体
法
的
な
「
刑
法
」
と
イ
コ
ー
ル
の
も
の

で
は
な
い
、
刑
事
手
続
規
定
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
律
綱
領
「
訴
訟
律
干
名
犯
義
条
」
は
、
現
行
法
に

は
規
定
が
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
旧
（
大
正
）
刑
事
訴
訟
法
第
二
五
九
条
お
よ
び
第
二
七
〇
条
に
み
え
る
祖
父
母
・
父
母
に
対
す
る
告

訴
・
告
発
の
制
限
に
関
す
る
規
定
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え（
5
）る。

　
東
洋
的
な
刑
事
法
典
を
、
刑
法
・
治
罪
法
と
い
う
実
体
法
と
手
続
法
（
形
式
法
）
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂

の
裏
側
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
箕
作
麟
祥
『
仏
蘭
西
法
律
書
』
い
わ
ゆ
る
「
六
法
」
の
翻
訳
の
過
程
で
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
。
西
洋
法
に

対
す
る
知
見
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
不
平
等
条
約
改
正
問
題
と
い
う
外
交
問
題
が
重
な
っ
て
、
西
洋
近
代
的
な
法
典
編
纂
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
西
洋
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
法
典
編
纂
が
フ
ラ
ン
ス
法
一
辺
倒
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
旧
刑
法
に
つ
い
て
も
、『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
中
、
西
洋
の
諸
外
国
刑
法
が
散
見
さ
れ
、
多
く
の
外
国
刑
法
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を
参
照
し
た
事
実
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
先
達
の
研
究
は
前
述
の
通
り
、
実
体
的
視
点
に
立
脚
し
、
律
か
ら
旧
刑
法
へ

あ
る
種
の
接
続
が
み
ら
れ（
6
）ると

の
結
論
を
導
い
て
き（
7
）た。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
治
罪
法
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
を
モ

デ
ル
と
し
て
起
草
さ
れ
た
、
と
一
口
で
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多（
8
）い。
治
罪
法
の
制
定
の
歴
史
や
同
法
の
運
用
実
態
を
詳
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
律
と
の
接
続
の
有
無
を
具
体
的
に
示
す
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
稿
で
は
以
上
を
実
証
す
る
こ
と
を
試
み
る
た
め
、
治
罪
法
の
左
に
示
す
条
文
但
書
を
素
材
と
し
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
三
条
　
公
訴
私
訴
期
満
免
除
ノ
期
限
ハ
犯
罪
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
但
継
続
犯
罪
ニ
付
テ
ハ
其
最
終
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス

同
条
は
、
公
訴
時
効
（
公
訴
私
訴
の
期
満
免
除
）
の
起
算
点
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
右
に
み
え
る
「
継
続
犯
罪
」
の
文
言
は
、
旧
刑
法
・

治
罪
法
施
行
の
翌
年
、
本
稿
三
以
下
で
詳
述
す
る
「
連
続
犯
」
に
係
わ
る
伺
が
地
方
裁
判
所
か
ら
持
ち
出
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
連
続
犯
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
に
は
規
定
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
現
行
刑
法
制
定
当
初
は
、
第
五
五
条
に
科
刑
上
一
罪
の

規
定
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
同
条
は
削
除
さ
れ（
9
）た。
同
条
が
規
定
さ
れ
て
い
た
刑
法
第
九
章
併
合
罪
に
は
、

現
在
、
罪
数
論
に
つ
い
て
科
刑
方
法
を
規
定
す
る
の
み
で
、
当
該
行
為
が
一
個
の
罪
な
の
か
数
個
の
罪
な
の
か
罪
数
を
定
め
る
基
準
に
つ

い
て
は
規
定
が
な
く
、
学
説
も
一
定
で
な
）
10
（
い
。
改
正
前
の
連
続
犯
規
定
は
、
現
行
刑
法
制
定
過
程
に
お
い
て
新
た
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
、

旧
刑
法
下
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
明
文
規
定
を
欠
く
も
の
の
、
連
続
犯
を
認
識
し
た
取
り
扱
い
実
務
は
続
け
ら
れ
て
い
）
11
（
る
。

　
か
つ
て
現
行
刑
法
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
連
続
犯
規
定
が
実
体
法
的
領
域
と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
、
旧
刑

法
中
に
は
当
該
行
為
が
一
罪
か
数
罪
か
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
先
掲
の
治
罪
法
第
一
三
条
但
書
の
「
継
続
犯
罪
」
は
、
当
該
行

為
の
犯
罪
に
関
す
る
種
別
の
概
念
を
導
く
潜
在
性
を
秘
め
て
お
り
、
手
続
的
な
観
点
か
ら
罪
数
論
が
発
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で

き
る
か
ら
で
あ
）
12
（
る
。
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そ
も
そ
も
、
旧
刑
法
は
罪
数
論
に
つ
い
て
吸
収
主
義
の
原
則
を
採
用
し
て
い
）
13
（
る
。
こ
の
原
則
は
、
明
治
期
の
罪
数
論
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
見
解
を
も
た
ら
し
た
。
小
野
清
一
郎
氏
は
旧
刑
法
の
吸
収
主
義
に
つ
い
て
、
罪
数
論
の
う
ち
連
続
犯
に
つ
い
て
は
実
益
を
も
た
ら
さ

な
い
概
念
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
吸
収
主
義
に
従
え
ば
、「
連
続
犯
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
す
べ
て
最
も
重
い
法
定
刑

を
も
っ
て
処
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
体
的
な
重
要
性
は
な
い
。
た
だ
手
続
上
公
訴
事
実
お
よ
び
既
判
力
の
範
囲
等
に
関
連
し
て
そ

の
意
味
が
あ
る
に
す
ぎ
な
）
14
（

い
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
旧
刑
法
下
に
お
い
て
判
例
上
に
連
続
犯
の
概
念
が
出
現
し
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
虫
明
満
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
、
大
審
院
に
お
い
て
「
明
治
二
十
九
年
十
月
上
旬
頃
ヨ
リ

同
年
十
二
月
二
十
日
迄
ノ
間
ニ
数
回
ニ
犯
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
連
続
犯
ト
認
メ
一
罪
ト
シ
テ
処
断
」
す
る
と
判
示
さ
れ
、
法
律
上
の
明
文

規
定
を
欠
き
な
が
ら
、
連
続
犯
が
認
め
ら
れ
た
事
例
が
あ
）
15
（
る
。
加
え
て
虫
明
氏
は
ド
イ
ツ
と
日
本
の
連
続
犯
理
論
を
対
比
し
て
、
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
「
併
科
主
義
回
避
の
手
段
と
し
て
登
場
」
し
た
概
念
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、「
理
論
的
概
念
と
し
て
出
て
き
た
に

す
ぎ
な
い
所
に
違
い
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
）
16
（
た
。

　
確
か
に
従
前
の
判
例
を
た
ど
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
連
続
犯
の
概
念
は
、
理
論
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

明
治
期
の
法
律
実
務
の
詳
細
に
視
線
を
向
け
る
と
き
、
各
裁
判
所
が
司
法
省
へ
法
律
の
解
釈
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
た
め
に
提
起
し
た
伺
や

請
訓
な
ど
の
存
在
を
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
）
17
（

い
。
旧
刑
法
・
治
罪
法
の
運
用
の
現
実
は
、
各
裁
判
所
が
独
立
し
て
存
在
し
な
が

ら
、
司
法
省
に
対
し
て
解
釈
の
伺
を
た
て
つ
つ
裁
判
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
治
罪
法
が
効
力
を
有
し
た
明
治
十
五
年

か
ら
同
二
十
三
年
ま
で
の
間
は
、
憲
法
の
議
論
も
未
だ
尽
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裁
判
所
の
権
限
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で

本
稿
に
お
い
て
、
治
罪
法
第
一
三
条
を
素
材
と
し
た
伺
・
請
訓
な
ど
の
司
法
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
困
難
と
い
わ
れ
て
い
る
治
罪
法

に
係
わ
る
多
面
的
な
研
究
を
前
進
さ
せ
る
緒
と
も
な
り
、
か
つ
、
前
近
代
か
ら
の
日
本
の
刑
事
手
続
の
慣
行
と
西
洋
法
と
の
関
係
を
詳
ら

か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
る
。
治
罪
法
の
施
行
期
間
は
わ
ず
か
八
年
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
大
要
は
旧
々
（
明
治
）
刑
事
訴

訟
法
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
の
後
法
へ
の
影
響
は
、
決
し
て
過
小
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
）
18
（
い
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
治
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罪
法
第
一
三
条
但
書
を
め
ぐ
る
罪
数
論
を
軸
に
、
併
せ
て
当
時
の
司
法
実
務
の
実
態
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み
た
）
19
（
い
。

二
　
旧
刑
法
数
罪
俱
発
条
と
治
罪
法
第
一
三
条

　
前
述
の
よ
う
に
、
現
行
刑
法
に
お
い
て
は
、
当
該
行
為
が
一
個
の
罪
に
あ
た
る
の
か
数
個
の
罪
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明

文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
概
念
上
、
即
時
犯
、
継
続
犯
、
連
続
犯
、
接
続
犯
と
い
っ
た
認
識
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い

え
る
。
旧
刑
法
は
、
現
行
刑
法
の
併
合
罪
と
は
異
な
り
、
罪
数
論
に
つ
い
て
「
一
ノ
重
キ
ニ
従
」
う
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
。
連
続
犯
の

概
念
は
、
科
刑
上
の
実
益
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
吸
収
主
義
の
刑
法
で
は
生
じ
得
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
実
体
法
的
観
点
か
ら

は
発
達
し
に
く
い
概
念
が
明
治
期
に
お
い
て
持
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
序
で
既
述
の
通
り
、
小

野
清
一
郎
氏
は
「
手
続
上
公
訴
事
実
お
よ
び
既
判
力
の
範
囲
等
に
関
連
し
て
」
発
達
を
遂
げ
た
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
公
訴
時
効
の
起
算

点
を
め
ぐ
っ
て
、
罪
数
論
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
旧
刑
法
に
規
定
さ
れ
た
違
警
罪
の
併
科
主
義
に
関
す
る

例
外
規
定
（
第
一
〇
一
条
）
は
、
罪
数
論
発
達
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
旧
刑
法
の
同
条
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
概

観
す
る
。

㈠
　
旧
刑
法
制
定
過
程
に
お
け
る
罪
数
論
に
関
す
る
議
論

　「
律
」
系
刑
法
は
数
個
の
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
、「
諸
二
罪
以
上
俱
発
。
以
重
者
）
20
（

論
。」
と
し
て
、
吸
収
主
義
の
原
則
を
採

用
し
た
。
こ
の
「
二
罪
俱
発
」
条
は
、
そ
の
後
「
数
罪
俱
発
」
条
と
し
て
成
立
し
た
旧
刑
法
の
規
定
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

　
旧
刑
法
の
編
纂
は
、
従
来
か
ら
三
段
階
を
経
て
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
第
一
に
司
法
省
に
お
け
る
編
纂
、
第
二
に
司
法
省
に
よ
る

確
定
稿
を
検
討
し
た
刑
法
草
案
審
査
局
で
の
修
正
審
議
、
第
三
に
審
査
局
に
お
い
て
完
成
し
た
審
査
修
正
案
を
審
査
し
た
元
老
院
で
の
審
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議
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
司
法
省
で
の
編
纂
段
階
は
日
本
人
委
員
の
み
に
よ
る
編
纂
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
原
案
を
基
礎
に
司
法

省
出
仕
鶴
田
皓
が
討
論
し
て
確
定
稿
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
二
段
階
に
わ
か
れ
る
と
い
わ
れ
）
21
（

る
。
司
法
省
で
の
第
一
段
階
で
は
、
会
議

の
冒
頭
で
草
案
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、
法
文
に
つ
い
て
、「
文
字
ノ
用
法
ハ
従
来
慣
行
ノ
律
文
ニ
依
ル
コ
）
22
（
ト
」
と
さ

れ
た
こ
と
は
、「
数
罪
俱
発
」
と
い
う
用
語
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
大
き
く
係
わ
）
23
（
る
。
司
法
省
第
一
段
階
で
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
吸
収

主
義
に
基
づ
く
「
二
罪
俱
発
」
条
が
制
定
さ
）
24
（

れ
、
そ
の
後
の
第
二
段
階
で
は
、
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
「
数
罪
俱
発
」
条
が
起
草
さ

れ
た
。

　
旧
刑
法
編
纂
の
司
法
省
第
二
段
階
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
鶴
田
皓
は
、
も
と
も
と
昌
平
校
に
お
い
て
も
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
の
あ

る
漢
学
者
（
律
令
学
者
）
で
あ
）
25
（
り
、
新
律
綱
領
の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
で
も
あ
）
26
（
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旧
刑
法
が
吸
収
主
義
を
採

用
し
た
背
景
に
律
の
影
響
が
あ
っ
た
点
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
で
、
当
時
日
本
が
範
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
も
同

様
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
の
み
な
ら
ず
、
数
罪
俱
発
に
関
す
る
規
定
は
、
刑
法
で
は
な
く
治
罪
法
に
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
）
27
（
た
。

た
だ
し
、
原
案
起
草
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
望
ん
だ
の
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
普
及
し
て
い
た
、
加
重
主
義
の

方
法
を
採
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
数
罪
俱
発
条
原
案
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
実
に
細
か
い
加
重
主
義
に
よ
る
条
文
を
起
草

し
）
28
（

た
。
し
か
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
内
容
が
鶴
田
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
史
料
上
明
ら
か
で
あ
）
29
（

る
。
そ
の
理
由
の
最

た
る
も
の
は
、「
実
務
が
煩
雑
に
な
る
か
ら
」、
で
あ
っ
た
。
鶴
田
は
で
き
る
だ
け
、「
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
ト
ノ
原
則
ヲ
貫
カ
サ
ル
ヲ
得
サ

ル
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
で
き
上
が
っ
た
旧
刑
法
第
一
〇
一
条
は
、
い
わ
ば
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
鶴
田
の
妥
協

の
産
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

 

旧
刑
法
第
一
〇
一
条
　
違
警
罪
二
罪
以
上
俱
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
各
其
刑
ヲ
科
ス
若
シ
重
罪
又
ハ
軽
罪
ト
俱
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
一
ノ
重
キ
ニ
従
）
30
（
フ



旧刑法数罪俱発条と治罪法第一三条但書

7

右
は
、
現
在
の
軽
犯
罪
法
に
相
当
す
る
違
警
罪
に
つ
い
て
、
例
外
的
に
併
科
主
義
を
採
用
し
た
規
定
で
あ
る
。
鶴
田
は
「
違
警
罪
の
併
科

法
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
難
色
を
示
し
」
て
い
た
が
、「
違
警
罪
は
個
々
の
諸
規
則
に
違
反
し
た
も
の
を
罰
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
一
つ
一
つ
を
罰
し
な
い
と
意
味
が
な
い
」
と
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
主
張
を
受
け
入
れ
）
31
（
て
、
い
わ
ば
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
説
得
に
折
れ

た
か
た
ち
で
成
立
し
た
条
項
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
条
は
、
旧
刑
法
中
に
み
え
る
吸
収
主
義
の
例
外
規
定
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
旧
刑
法

施
行
の
四
日
前
に
は
、
次
の
規
定
を
含
む
法
令
が
発
布
さ
れ
た
。

明
治
十
四
年
太
政
官
第
七
二
号
布
告
（
十
二
月
二
十
八
日
）

明
治
十
五
年
一
月
一
日
ヨ
リ
刑
法
施
行
候
ニ
付
法
律
規
則
中
罰
例
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
左
ノ
例
ニ
照
シ
テ
処
断
ス
ヘ
シ
（
中
略
）

第
五
条
　
法
律
規
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
刑
法
ノ
再
犯
加
重
及
ヒ
数
罪
俱
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
）
32
（
ス

右
に
よ
り
、
違
警
罪
以
外
の
法
律
規
則
に
違
反
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
数
罪
俱
発
条
を
適
用
し
な
い
、
す
な
わ
ち
例
外
的
に
併
科
主
義

を
採
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
法
律
規
則
の
例
と
し
て
は
、
讒
謗
律
や
新
聞
紙
条
例
、
集
会
条
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
）
33
（

る
。

㈡
　
治
罪
法
第
一
三
条

　
さ
て
、
序
で
述
べ
た
通
り
、
治
罪
法
第
一
三
条
但
書
に
は
「
継
続
犯
罪
ニ
付
テ
ハ
其
最
終
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
」
と
の
規
定
が
あ
っ
た
。

同
条
に
み
え
る
継
続
犯
概
念
は
、
旧
刑
法
の
罪
数
論
と
は
直
接
関
連
な
く
、
公
訴
時
効
の
起
算
点
と
の
関
係
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
次
章
で
述
べ
る
通
り
、
手
続
法
で
あ
る
治
罪
法
に
規
定
さ
れ
た
「
継
続
犯
罪
」
の
文
言
が
、
連
続
犯
に
対
す
る
実
体
法
と

の
接
続
を
喚
起
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
、
次
章
で
検
討
す
る
司
法
省
伺
か
ら
理
解
さ
れ
る
治
罪
法
第
一
三
条
の
成
立
過
程
を
概
観

し
た
い
。
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治
罪
法
の
特
徴
は
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
を
下
敷
き
と
し
て
起
草
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
陪
審

制
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
事
情
を
考
慮
し
た
点
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、

治
罪
法
の
編
纂
の
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
第
一
三
条
但
書
に
継
続
犯
罪
な
る
文
言
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
　
治
罪
法
編
纂
過
程
の
概
要

　
治
罪
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
概
要
は
、
戦
前
の
も
の
と
し
て
小
早
川
欣
吾
氏
の
研
究
、
近
年

の
も
の
と
し
て
は
矢
野
祐
子
氏
に
よ
る
研
究
に
詳
し
）
34
（
い
。
以
下
、
主
に
小
早
川
・
矢
野
両
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
治
罪
法
の
編
纂
過
程
を

整
理
し
て
み
た
い
。

　
治
罪
法
の
編
纂
が
公
式
の
日
程
に
の
ぼ
る
の
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
十
二
月
十
七
日
、
司
法
省
内
に
大
検
事
岸
良
兼
）
35
（
養
を
委
員

長
と
す
る
治
罪
法
取
調
掛
を
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
）
36
（

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
も
準
備
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
は
同
年
七
月
よ
り
治
罪
法
草
案
の
起
草
準
備
を
進
め
て
お
）
37
（
り
、
ま
た
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
旧
刑
法
編
纂
の
開
始
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
明
治
八
年
司
法
省
第
一
号
）
38
（

達
は
、
治
罪
法
を
も
対
象
と
し
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
）
39
（

る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
矢
野
氏
は
自
ら
の
研
究
の
な
か
で
、
治
罪
法
も
旧
刑
法
と
同
様
の
編
纂
段
階
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
す
）
40
（

る
。
す
な
わ
ち
、
治
罪
法
編
纂
に
お
い
て
も
司
法
省
・
治
罪
法
草
案
審
査
局
・
元
老
院
の
三
機
関
を
経
、
司
法
省
内
で
の
編
纂
に

つ
い
て
は
、
御
雇
外
国
人
に
よ
る
講
義
と
並
行
し
た
日
本
人
編
纂
委
員
の
み
に
よ
る
編
纂
と
、
そ
の
後
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
原
案
を
下
書
と

し
て
法
典
を
編
纂
す
る
と
い
う
二
段
階
に
わ
け
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
治

罪
法
草
案
第
一
稿
』
の
存
在
で
あ
）
41
（

る
。『
治
罪
法
草
案
第
一
稿
』
は
、
他
の
治
罪
法
草
案
と
は
全
く
別
系
統
の
写
本
で
、
確
か
に
日
本
人

編
纂
委
員
の
み
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
治
罪
法
草
案
で
あ
る
と
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

　
さ
て
、
司
法
省
に
お
い
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
治
罪
法
の
原
案
起
草
を
開
始
し
た
の
は
、
明
治
十
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
は
同
十
一
年
末
ま
で
、
一
八
〇
八
年
仏
国
治
罪
法
に
基
づ
い
た
原
案
を
起
草
）
42
（
し
、
公
式
の
史
料
上
に
み
え
る
同
十
年
十
二
月
十
七
日
、
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司
法
省
内
に
設
け
ら
れ
た
岸
良
兼
養
を
筆
頭
と
す
る
治
罪
法
取
調
掛
が
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
太
政
官
へ
提
出
す
る
草
案
を
完
成
さ
せ
て

い
っ
た
。
以
上
の
作
業
は
二
年
ほ
ど
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
同
十
二
年
九
月
二
十
五
日
、「
治
罪
法
草
案
」（
六
五
〇
条
）
を
脱
稿
、
司
法

省
か
ら
太
政
官
へ
奏
進
さ
れ
）
43
（
る
。
治
罪
法
草
案
は
そ
の
後
、
翌
月
二
十
四
日
に
太
政
官
内
に
設
置
さ
れ
た
治
罪
法
草
案
審
査
局
で
の
審
査

を
受
け
る
こ
と
と
な
）
44
（
る
。
同
審
査
局
は
、
元
老
院
・
司
法
省
・
太
政
官
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
元

老
院
議
官
柳
原
前
光
を
総
裁
と
し
、
委
員
と
し
て
議
官
河
瀬
真
孝
、
司
法
大
輔
兼
議
官
玉
乃
世
履
、
陸
軍
少
将
兼
議
官
津
田
出
、
議
官
細

川
潤
次
郎
、
司
法
省
判
事
岸
良
兼
養
、
検
事
鶴
田
皓
、
太
政
官
権
大
書
記
官
兼
外
務
大
書
記
官
村
田
保
、
司
法
少
書
記
官
名
村
泰
蔵
、
司

法
権
少
書
記
官
清
浦
奎
吾
、
判
事
昌
谷
千
里
ら
が
任
命
さ
れ
）
45
（

た
。
こ
れ
ら
委
員
の
う
ち
、
柳
原
・
細
川
・
津
田
・
鶴
田
・
村
田
・
名
村
・

昌
谷
は
刑
法
草
案
審
査
局
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
刑
法
草
案
審
査
局
と
比
べ
て
、
司
法
省
メ
ン
バ
ー
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
）
46
（

る
。
治
罪
法
は
旧
刑
法
に
比
べ
て
難
解
で
、
起
草
者
た
る
司
法
省
の
説
明
を
必
要
と
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
太
政
官
法
制
局
よ
り
治
罪
法
草
案
審
査
局
委
員
に
任
命
さ
れ
た
村
田
）
47
（
保
は
、

（
治
罪
法
草
案
は
大
検
事
岸
良
が
主
任
と
な
り
―
筆
者
註
）
当
時
清
浦
奎
吾
氏
其
下
ニ
在
リ
テ
初
ヨ
リ
担
任
セ
シ
ヲ
以
テ
、
奏
任
御
用
掛
ト
シ
テ
委
員

会
ニ
出
席
シ
、
終
始
説
明
ノ
任
ニ
当
リ
タ
リ
、
其
他
横
田
、
亀
山
、
内
藤
、
堀
田
、
橋
本
等
ハ
判
任
官
ナ
ル
モ
仏
文
翻
訳
又
ハ
執
筆
ニ
従
事
シ
タ
ル
等

ノ
関
係
ヨ
リ
特
ニ
之
ヲ
委
員
会
ニ
出
頭
セ
シ
メ
テ
説
明
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
）
48
（

リ

と
回
顧
す
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
省
に
て
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
横
田
国
臣
、
亀
山
貞
義
、
内
藤
貞
亮
、
堀
田
正
忠
、
橋
本
胖
三
郎
ら
も

治
罪
法
草
案
審
査
局
で
の
審
査
会
議
に
出
入
り
し
、
適
宜
説
明
等
を
加
え
た
事
実
が
う
か
が
え
よ
う
。
修
正
審
査
が
終
了
し
た
の
は
、
同

十
三
年
二
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
太
政
大
臣
三
条
実
美
へ
「
治
罪
法
審
査
修
正
案
」（
五
三
〇
条
）
が
上
進
さ
れ
）
49
（

た
。

　
治
罪
法
草
案
審
査
局
で
の
審
査
は
さ
ほ
ど
議
論
が
紛
糾
し
た
様
子
も
な
く
、「
僅
か
三
ヶ
月
程
で
審
査
を
）
50
（
終
」
え
た
。
し
か
し
、
太
政
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官
へ
上
進
さ
れ
た
治
罪
法
審
査
修
正
案
は
、
太
政
官
法
制
局
井
上
毅
の
反
対
意
見
に
よ
っ
て
陪
審
に
関
す
る
条
文
を
削
）
51
（
除
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
元
老
院
で
の
審
議
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
十
三
年
四
月
九
日
、「
治
罪
法
審
査
修
正
案
」（
四
八
〇
条
）
は
第
一
八
二
号

議
案
と
し
て
元
老
院
で
審
議
、
元
老
院
で
は
大
き
な
修
正
は
施
さ
れ
ず
、
第
一
読
会
、
第
二
読
会
、
第
三
読
会
を
経
て
可
決
を
み
）
52
（
た
。
こ

う
し
て
治
罪
法
六
編
四
八
〇
条
は
、
同
年
七
月
十
七
日
太
政
官
第
三
七
号
布
告
と
し
て
旧
刑
法
と
と
も
に
公
布
、
同
十
五
年
一
月
一
日
に

同
じ
く
旧
刑
法
と
並
び
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
制
定
さ
れ
た
治
罪
法
は
、
日
本
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
中
国
法
に
淵
源
を
持
つ
刑
事
裁
判
取
扱
手
続
の
諸
慣
習
か
ら
脱
却
し
、

西
欧
法
系
特
に
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
を
母
法
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
、
日
本
最
初
の
刑
事
裁
判
手
続
を
規
定
し
た
独
立
法
典
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
）
53
（
る
。
以
上
の
背
景
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
治
罪
法
第
一
三
条
の
具
体
的
な
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

2
　「
継
続
犯
罪
」
の
起
源

　
治
罪
法
の
草
案
史
料
と
し
て
現
在
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
仏
文
原
案
を
翻
訳
し
た
「
治
罪
法
草
案
直
訳
」、

司
法
省
に
お
い
て
完
成
し
明
治
十
二
年
九
月
二
十
五
日
に
太
政
官
へ
奏
進
さ
れ
た
「
治
罪
法
草
案
」
お
よ
び
治
罪
法
草
案
審
査
局
に
お
い

て
修
正
さ
れ
た
「
治
罪
法
審
査
修
正
）
54
（
案
」
の
三
草
案
と
、
前
述
の
矢
野
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
最
初
期
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
『
治
罪
法
草
案
第
一
稿
』
で
あ
る
。『
治
罪
法
草
案
第
一
稿
』
す
な
わ
ち
日
本
人
の
み
の
編
纂
会
議
で
は
、
継
続
犯
に
か
か
わ
る
議

論
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
特
に
条
文
と
し
て
の
起
草
は
認
め
ら
れ
な
い
。
司
法
省
第
二
段
階
に
お
い
て
起
草
さ
れ
た
二
草
案
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

治
罪
法
草
案
直
訳
第
一
三
条
　
期
満
免
除
ノ
期
限
ハ
犯
罪
ノ
日
ヲ
包
含
シ
テ
其
以
後
ニ
進
行
ス
若
シ
罪
ノ
継
続
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
止
ミ
タ
ル
日
ヲ
包
含

シ
テ
其
以
後
ニ
進
行
ス

治
罪
法
草
案
第
一
三
条
　
期
満
免
除
ノ
期
限
ハ
犯
罪
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
但
継
続
犯
罪
ハ
其
最
終
ノ
日
ヨ
リ
起
算
）
55
（

ス
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右
の
治
罪
法
草
案
は
治
罪
法
草
案
審
査
局
に
お
い
て
修
正
が
加
え
ら
れ
る
が
、
治
罪
法
と
は
読
点
の
位
置
に
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
両
者
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
文
体
を
除
い
て
大
意
に
ほ
ぼ
変
更
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
者
に
お
い
て
「
継
続
犯
罪
」
の
文
言
が
「
罪
ノ
継
続
シ
タ
ル
ト
キ
」
と
翻
訳
さ
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
仏
文
原
案
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
掲
の
草
案
か
ら
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
継
続
犯
」
で
は
な
く
「
犯
罪
が
継
続
し
て
い
る

時
」
と
起
草
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
起
草
の
原
案
に
右
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
起
草
当
初
か
ら
同
種
の
規
定
を
置
く
つ
も
り
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
本
条
は
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
し
た
治
罪
法

草
案
は
大
筋
で
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
、
公
訴
の
期
満
免
除
に
関
す
る
規
定
は
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
の
な
か
で
は
最
後
の
方
に

規
定
が
置
か
）
56
（

れ
、
少
な
く
と
も
草
案
の
編
成
は
母
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
）
57
（

た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
治
罪
法
の
草
案
起
草
に
着
手
す
る

よ
り
も
前
に
お
こ
な
っ
た
司
法
省
で
の
治
罪
法
講
義
で
は
、
期
満
免
除
の
期
日
の
算
定
（
計
算
）
方
法
に
つ
い
て
、
冒
頭
か
ら
講
義
を
お

こ
な
っ
て
い
）
58
（

る
。

　
ち
な
み
に
、
刑
事
法
領
域
に
お
け
る
時
効
に
は
、
刑
の
時
効
と
公
訴
の
時
効
が
あ
り
、
現
行
法
に
お
い
て
前
者
は
刑
法
（
実
体
法
）、

後
者
は
刑
事
訴
訟
法
（
手
続
法
）
に
規
定
さ
れ
る
。
旧
刑
法
と
治
罪
法
に
も
類
似
の
規
定
が
あ
っ
た
が
、
旧
刑
法
編
纂
の
初
期
段
階
に
お

い
て
は
、
日
本
人
編
纂
委
員
は
二
つ
の
期
満
免
除
を
一
つ
の
も
の
と
考
え
、
公
訴
の
時
効
に
つ
い
て
も
現
在
の
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
刑
法
中

に
条
文
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
）
59
（

た
。
こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
に
あ
っ
た
吸
収
主
義
の
規
定
が
最
終
的
に
旧
刑
法
中
に
規
定
さ
れ
た
こ

と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
加
え
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
は
、
治
罪
法
施
行
後
も
同
法
第
一
三
条
を
修
正
す
る
意
志
が
み
ら
れ
な
い
。
明
治
十
五
年
の
『
治
罪
法
草
案

註
）
60
（

釈
』
に
は
、「
期
満
免
除
起
算
ノ
日
」
と
し
て
次
の
規
定
が
置
か
れ
る
。
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第
一
三
条
　
期
満
免
除
ノ
期デ

レ
ー限
ハ
犯
罪
ノ
行
ハ
レ
タ
ル
日
ヨ
リ
其
日
ヲ
込
メ
又
若
シ
犯
罪
カ
連コ

ン
ナ
ニ
ュ
ー続
セ
ル
時
ハ
其
止
ミ
タ
ル
日
ヨ
リ
其
日
ヲ
込
メ
テ
起

算
ス
ル
者
ト
）
61
（
ス

右
の
治
罪
法
草
案
註
釈
は
、
従
来
の
「
継
続
」
を
「
連
続
」
と
誤
訳
な
い
し
は
誤
植
し
て
い
る
。
本
翻
訳
は
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
条
文
で

あ
っ
て
、
註
釈
に
従
え
ば
、
継
続
犯
・
連
続
犯
の
区
分
は
明
確
で
あ
っ
た
。

凡
ソ
期デ

レ
ー限
ヲ
算カ

ル
キ
ュ
ル計
ス
ル
ヤ

―
中
略

―
継コ

ン
チ
ニ
ュ
ー続
犯
罪
ニ
関
シ
テ
ハ
此
点
ニ
附
キ
未
タ
必
シ
モ
其
規
則
ヲ
挙
テ
悉
ク
異
ニ
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
レ
ト
モ
其

之
ヲ
適
用
ス
ル
ニ
於
テ
少
シ
ク
之
ヲ
差
異
ス
ル
所
ア
リ
則
チ
此
種
ノ
犯
罪
ニ
就
テ
ハ
其
止
息
セ
ル
日
ニ
至
テ
始
メ
テ
期
満
免
除
ノ
起
ル
者
ト
ス
ル
是
ナ

リ凡
ソ
継
続
犯
罪
タ
ル
其
類
多
カ
ラ
ス
○
公
益
ニ
関
ス
ル
罪
ヲ
以
テ
之
ヲ
言
ヘ
ハ
一セ
ヂ
ツ
シ
ョ
ン
、ゲ
ー
ル
、シ
ビ
ー
ル

揆
内
乱
ノ
罪
、
法イ

リ

ニシ
ッ

背ト

ク
軍ア

ム
ル器

兵ミ
ュ
ニ
ツ機

ノシ
ョ
ン

運ポ
ー
ル搬

若
ク
ハ
所ポ

セ
ツ
シ
ョ
ン蔵

ス

ル
ノ
罪
、
度フ
ホ
ー
、ポ
ハ
ー
、

量
衡
偽

ウ
ー
、フ
ホ
ー
ス

造
ノム

罪
ジ
ュ
ー
ル

、
違イ

リ
シ
ッ
ト
ア
ツ
ソ
シ
ャ
シ
ョ
ン

法
ノ
集
会
、
浮バ

ガ
ボ
ン浪

ノダ
ー

罪ジ
ュ

等
、
ナ
リ
ト
シ
私
益
ニ
関
ス
ル
罪
ヲ
以
テ
言
ヘ
ハ
無セ

ケ
ス
ト
ラ
シ
ョ
ン
、デ
、ペ
ル
ソ
ン
ヌ

故
人
ヲ
監
禁
ス
ル
罪
等

ナ
リ
ト
ス

二
三
ノ
犯
罪
ニ
就
キ
此
点
ヨ
リ
監
察
ヲ
下
ス
ニ
其
性
質
頗
ル
疑
ハ
シ
ク
シ
テ
論
議
ス
可
キ
者
ア
リ
賍シ
ョ
ー
ズ
ボ
レ
ー
ル
セ
ー
ル

物
隠
瞞
ノ
罪
ノ
如
キ
初
メ
之
ヲ
託
セ
ラ
ル
ヽ

ニ
方
リ
既
ニ
其
罪
ヲ
得
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
ト
雖
モ
亦
賍
物
占レ
タ
ン
シ
ョ
ン有
ニ
就
テ
モ
其
罪
ナ
シ
ト
ス
可
カ
ラ
ス
幼デ

ト
ウ
ル
ヌ
マ
ン
、デ
、ミ
ヌ
ー
ル

者
誘
拐
ノ
罪
ノ
如
キ
モ
亦
然
リ
ト
雖
モ
右
二

个
ノ
場
合
及
ヒ
其
他
之
ニ
類
似
セ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
犯
罪
ハ
初
メ
不
正
ノ
所
行
ヲ
為
シ
タ
ル
時
ノ
ミ
ニ
在
テ
成
立
ス
ル
者
ト
謂
フ
可
ク
其
継
続
ノ
性

質
を
帯
フ
ル
ハ
誘
拐
変
シ
テ
監
禁
ト
ナ
リ
賍
物
隠
瞞
ノ
際
ノ
如
キ
ハ
其
物
件
再
三
移
転
シ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
ヲ
要
ス
然
レ
ト
モ
賍
物
ノ
移
転
ハ
其
罪
継○

続○

ト
謂
ハ
ス
シ
テ
寧
ロ
連○

続○

ト
謂
フ
可
シ
ト
ス

連シ
ュ
ク
セ
シ
ー
フ

続
犯
罪
ハ
屡
々
誤
テ
継
続
犯
罪
ト
混
同
ス
ル
所
ノ
者
ニ
シ
テ
其
性
質
固
ヨ
リ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
其
罪
悪
ヲ
行
フ
ノ
目
的
ニ
至
テ
モ
亦
相
同
シ
ク
シ
テ

多
少
ノ
時
日
ヲ
隔
テ
累
次
犯
ス
所
ノ
罪
ヲ
謂
フ
貨フ
ハ
ブ
リ
カ
シ
ョ
ン
、ド
、

幣
贋
造
及
ヒフ

ホ
ー

行ス
モ
ン
子
ー使

ノエ
ミ
ッ

罪シ
ョ
ン、

乞マ
ン
ヂ丐

ノシ

罪テ
ー

、
禁ウ

ハ
ン
ト
ド
、

制
物
売シ

ョ
ー
ズ
、

買
ノブ

ロ
イ

罪ベ
ー

及
ヒ
平
素
行
フ
ニ
非
サ
レ
ハ
法
律

ニ
テ
之
ヲ
罰
セ
サ
ル
罪
即
チ
彼
ノ
法
ニ
背
キ
医メ
ド
シ
ー
ヌ術

ヲ
施
シ
又
ハ
収ア

ッ
ク
ー
シ
ュ
マ
ン

生
術
ヲ
行
フ
ノ
罪
ノ
類
是
ナ
リ
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総
テ
上
文
説
述
シ
来
リ
タ
ル
場
合
ニ
在
テ
ハ
期
満
免
除
ノ
起
算
法
ヲ
異
ニ
シ
テ
被
告
人
ニ
ハ
不
利
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
蓋
シ
其
犯
罪
日
夜
間
断
ナ
キ
者
ニ
シ

テ
所
謂
ル
継
続
犯
ナ
ル
時
ハ
則
チ
其
罪
悪
ノ
底
止
セ
サ
ル
限
ハ
決
シ
テ
期
満
免
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
若
シ
又
多
少
ノ
時
間
ヲ
経
テ
累
行
セ
ル
者
ニ
シ
テ

所
謂
ル
連
続
犯
ナ
ル
時
ハ
一
犯
罪
ノ
在
ル
毎
ニ
更
ニ
其
期
満
免
除
ノ
起
算
ヲ
新
ニ
ス
是
ヲ
以
テ
其
犯
罪
中
初
ノ
二
三
ハ
既
ニ
期
満
免
除
シ
タ
ル
ニ
最
終

ニ
近
キ
者
ハ
尚
ホ
未
タ
免
除
セ
サ
ル
コ
ト
有
ル
可
）
62
（

シ

当
時
の
学
界
に
お
け
る
即
時
犯
・
継
続
犯
・
連
続
犯
の
認
識
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
冒
頭
の
草
案
に
お
け
る
‘elle est cont

）
63
（

inu

’を

「
連
続
セ
ル
」
と
訳
出
し
た
の
は
、
翻
訳
者
森
順
）
64
（

正
に
よ
る
誤
訳
あ
る
い
は
印
刷
に
よ
る
誤
植
で
あ
る
。
治
罪
法
の
註
釈
書
が
少
な
い
な

か
で
、
本
書
が
司
法
官
に
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
は
、
継
続
犯
と
連
続
犯
の
区
別
に
関
す
る
詳
細
な
註
釈
が
あ
り
な
が
ら
、
両
概
念
の
誤

認
が
起
こ
り
う
る
状
況
を
創
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
行
法
の
視
点
に
よ
れ
ば
、「
連
続
犯
は
ふ
る
く
継
続
犯
と
も
呼
ば
れ
」、
継
続
犯

と
連
続
犯
の
概
念
は
混
同
さ
れ
て
い
）
65
（
た
と
み
な
さ
れ
る
原
因
は
、
右
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
次
に
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
治
罪
法
第
一
三
条
に
「
継
続
犯
罪
」
規
定
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
継
続
犯
に
つ
い

て
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
講
義
お
よ
び
警
視
庁
に
お
い
て
当
時
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
グ
ロ
ー
ス
の
講
義
の
ど
ち
ら
に
も
、
具
体
的
な
言
及

が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
草
案
起
草
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
を
条
文
化
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
）
66
（
る
。
清

浦
奎
吾
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
自
家
の
（
治
罪
法

―
筆
者
註
）
草
案
を
提
出
す
る
と
共
に
、
恰
も
大
学
に
お
け
る
講
義
同
様
に
、
各
委
員
に
対
し
て
そ
の
説
明
若

し
く
は
註
解
を
加
へ
、
或
は
フ
ラ
ン
ス
人
オ
ル
ト
ラ
ン
や
、
ホ
ウ
ス
タ
ン
・
エ
リ
ー
の
説
又
は
ブ
ー
フ
の
説
等
、
等
を
引
用
）
67
（
し
（
後
略
）

と
回
顧
す
る
。
確
か
に
、
当
時
の
エ
リ
ー
の
註
釈
書
に
は
継
続
犯
に
関
す
る
言
及
が
み
ら
れ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
を
そ



法学政治学論究　第94号（2012.9）

14

の
ま
ま
条
文
に
起
草
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　
フ
ォ
ー
ス
テ
ン
・
エ
リ
ー
（Faustin H

élie

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
で
一
八
七
二
年
よ
り
七
四
年
に
か
け
て
大
審
院
（
破
毀
院
）
刑
事

部
長
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
）
68
（
る
。
日
本
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
代
表
的
な
註
釈
書
に
、『
仏
国
刑
律
実
）
69
（
用
』
が
あ
る
。
同
書
に
は
、
当
時

の
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
に
お
け
る
公
訴
時
効
の
起
算
）
70
（
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
註
釈
が
加
え
ら
れ
た
。

此
規
則
ハ
又
継
続
犯
罪
ニ
モ
亦
之
ヲ
適
用
ス
但
シ
其
犯
罪
ヲ
完
ク
終
リ
又
ハ
止
メ
タ
ル
日
即
チ
其
最
終
ノ
所
為
ア
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
ス
ル
ノ
ミ
故
ニ

不
法
ニ
人
ヲ
監
禁
シ
兇
徒
ヲ
隠
匿
シ
又
ハ
流
浪
ス
ル
罪
ハ
其
之
ヲ
止
メ
タ
ル
日
ヨ
リ
起
算
ス
然
レ
ト
モ
誘
拐
、
重
婚
、
背
信
、
脱
獄
、
兵
卒
逃
亡
、
犯

姦
、
高
利
貸
、
誣
告
ノ
罪
ハ
決
シ
テ
継
続
ノ
罪
ニ
非
ス
従
テ
其
犯
罪
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
ナ
）
71
（

リ

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
エ
リ
ー
の
註
釈
書
を
受
け
て
条
文
化
し
た
の
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
以
上
の
経
緯
で
治
罪
法
第
一
三
条
但
書

が
成
）
72
（
立
し
た
こ
と
と
し
、
次
章
へ
と
論
を
進
め
た
い
。

三
　
治
罪
法
下
に
お
け
る
連
続
犯
の
取
り
扱
い

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
五
月
三
十
日
、
太
政
官
よ
り
司
法
省
に
対
し
て
、「
連
続
犯
継
続
犯
処
分
方
」
に
関
す
る
指
令
が
く
だ
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
司
法
省
連
続
犯
罪
ノ
処
分
法
ヲ
稟
候
ス
批
シ
テ
継
続
犯
罪
ト
同
ク
治
罪
法
第
一
三
条
ニ
依
ラ
シ
）
73
（
ム
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
続
犯
は
治
罪
法
第
一
三
条
に
規
定
の
あ
る
継
続
犯
と
同
様
に
一
事
件
と
し
て
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
）
74
（

る
。

本
指
令
に
よ
っ
て
、
連
続
犯
の
処
分
は
明
文
の
規
定
を
欠
き
な
が
ら
、
各
裁
判
所
に
お
い
て
継
続
犯
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
右
指
令
が
発
さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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㈠
　
連
続
犯
・
継
続
犯
を
め
ぐ
る
伺
・
指
令

　
太
政
官
に
よ
る
「
連
続
犯
継
続
犯
処
分
方
」
指
令
の
発
端
は
、
弘
前
始
審
裁
判
所
お
よ
び
福
岡
県
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
以
下
の
問
い
合

わ
）
75
（

せ
に
よ
る
。
明
治
十
七
年
一
月
二
十
日
、
弘
前
始
審
裁
判
所
は
司
法
省
へ
次
の
よ
う
な
「
請
訓
」
を
提
起
す
る
。

烟
草
税
則
違
犯
ノ
儀
ニ
付
請
訓

第
一
条
　
烟
草
税
則
第
四
十
六
条
此
規
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
刑
法
ノ
云
云
数
罪
俱
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス
ト
之
レ
ア
リ
因
テ
仮
令
ハ
同
則
第
十
四
条
ニ
違

犯
シ
貼
用
ノ
印
紙
ニ
消
印
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ニ
若
シ
甲
乙
丙
ノ
三
日
ニ
三
箇
ノ
違
犯
ア
リ
シ
ト
キ
ハ
其
時
日
毎
日
ナ
ル
ト
数
日
ヲ
隔
ル
ト
ヲ
論
セ
ス

一
日
ノ
所
為
ヲ
一
罪
ト
ナ
シ
三
罪
ナ
リ
ト
相
心
得
可
然
哉
将
タ
通
シ
テ
一
罪
ナ
リ
ト
相
心
得
可
然
哉

第
二
条
　
前
条
若
シ
三
罪
ナ
リ
ト
相
心
得
可
キ
儀
ニ
候
ハ
ヽ
仮
令
製
造
人
ノ
店
舗
ニ
於
テ
一
日
ニ
発
シ
タ
ル
モ
尚
ホ
第
三
十
八
条
ニ
依
リ
各
自
五
円
以

上
五
十
円
以
下
ノ
処
罰
致
ス
可
キ
儀
ト
相
心
得
可
然
儀
ニ
候
哉

第
三
条
　
第
一
条
三
日
ノ
所
為
若
シ
又
一
罪
ナ
リ
ト
相
心
得
可
キ
儀
ニ
候
ハ
ヽ
仮
令
甲
乙
丙
ノ
小
売
人
ニ
売
捌
キ
然
シ
テ
先
キ
ニ
甲
ノ
手
ヨ
リ
発
見
シ

処
断
ヲ
経
ル
ノ
後
乙
丙
ノ
手
ヨ
リ
又
発
見
ス
ル
モ
後
判
ハ
只
売
捌
代
価
ヲ
追
徴
ス
ル
ニ
止
メ
処
罰
ニ
及
ハ
サ
ル
儀
ト
相
心
得
可
然
儀
ニ
候
哉

第
四
条
　
第
一
条
若
シ
三
罪
ナ
リ
ト
相
心
得
可
キ
儀
ニ
候
ハ
ヽ
第
三
十
五
条
売
渡
者
第
三
十
六
条
違
犯
者
モ
同
断
ノ
儀
ト
相
心
得
可
然
儀
ニ
候
哉

第
五
条
　
第
三
十
五
条
売
渡
者
甲
乙
丙
ノ
三
人
ニ
売
捌
キ
先
キ
ニ
甲
者
ノ
手
ヨ
リ
発
見
シ
已
ニ
処
断
ヲ
経
ル
ノ
後
乙
丙
ノ
手
ヨ
リ
発
ス
ル
モ
其
所
為
一

日
ニ
係
ル
ト
キ
ハ
後
判
ハ
第
三
条
同
断
ノ
儀
ト
相
心
得
可
然
哉

右
差
係
リ
タ
ル
事
件
モ
候
ニ
付
至
急
御
指
図
相
成
度
此
段
御
内
訓
ヲ
請
候
也

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
前
始
審
裁
判
所
八
戸
支
庁
　
　
　
　

　
明
治
十
七
年
一
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
検
事
代
理
　
検
事
補
齋
藤
彛
三
郎
　

　
　
　
　
司
法
卿
山
田
顕
義
）
76
（
殿
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右
は
、
係
争
中
の
事
件
で
あ
る
「
烟
草
税
）
77
（
則
」
違
反
行
為
を
三
日
に
か
け
て
犯
し
た
と
き
の
罪
数
に
つ
い
て
、
司
法
省
に
処
分
の
基
礎
と

な
る
内
訓
を
請
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
月
二
十
日
に
は
、
福
岡
県
よ
り
司
法
省
へ
次
の
）
78
（

伺
が
提
起
さ
れ
た
。

　
　
違
警
犯
処
分
之
義
ニ
付
伺

一 

　
茲
ニ
県
設
違
警
罪
目
ニ
違
犯
シ
各
所
ニ
於
テ
郷
貫
氏
名
ヲ
詐
称
シ
各
廛
ニ
投
宿
ス
ル
コ
ト
数
十
次
ニ
及
ヒ
タ
ル
末
其
罪
同
時
ニ
発
覚
シ
タ
ル
モ
ノ

有
之
如
斯
性
質
異
ナ
ラ
サ
ル
同
一
ノ
罪
目
ヲ
犯
ス
モ
刑
法
第
百
一
条
ニ
従
ヒ
各
別
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
有
之
候
哉

一 

　
前
項
各
別
処
分
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
一
罪
毎
ニ
其
言
渡
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
又
ハ
刑
期
ヲ
合
シ
テ
言
渡
ヲ
為
ス
モ
苦
シ
カ
ラ
ス
候
哉

右
差
掛
リ
タ
ル
義
有
之
ニ
付
至
急
何
分
之
御
指
揮
相
成
度
候
也

　
明
治
十
七
年
二
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
令
岸
良
俊
介
　

　
　
　
　
司
法
卿
山
田
顕
義
）
79
（
殿

旧
刑
法
は
地
方
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
最
終
条
に
お
い
て
地
方
独
自
の
違
警
罪
制
定
を
認
め
て
い
）
80
（
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
福
岡
県
で
は
、
明

治
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
、「
福
岡
県
違
警
罪
）
81
（

目
」
を
制
定
し
、
翌
年
一
月
一
日
、
旧
刑
法
・
治
罪
法
と
と
も
に
施
行
し
た
。
違
警
罪

の
裁
判
は
各
警
察
署
お
よ
び
そ
の
分
署
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
）
82
（
た
た
め
、
右
伺
は
県
令
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
県
設
違
警
罪
違
反
行
為
が

十
数
回
に
及
ぶ
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
一
罪
と
し
て
言
渡
し
の
判
決
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
司
法
省
の
指
令
を
請
う

た
。

　
司
法
省
は
明
治
十
七
年
三
月
二
十
七
日
、
以
上
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
を
作
成
す
べ
く
、
太
政
官
に
次
の
よ
う
な
伺
を
立
て
た
。

左
の
伺
が
認
め
ら
れ
、
同
年
五
月
三
十
日
、
指
令
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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爰
ニ
軽
罪
ニ
シ
テ
数
回
同
一
ノ
官
署
ニ
対
シ
属
籍
身
分
ヲ
詐
称
シ
又
ハ
烟
草
税
則
ニ
違
犯
シ
テ
数
十
次
ニ
数
十
人
又
ハ
同
一
ノ
人
ニ
不
足
印
紙
ノ
烟
草

ヲ
売
渡
シ
若
シ
ク
ハ
違
警
罪
ニ
シ
テ
県
設
違
警
罪
目
ニ
違
犯
シ
数
十
所
ニ
於
テ
郷
貫
氏
名
ヲ
詐
称
シ
旅
廛
ニ
投
宿
シ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
各
数
事
件
ト
シ
テ

処
分
セ
ン
カ
諸
罰
則
若
ク
ハ
違
警
罪
ニ
付
テ
ハ
同
時
ニ
数
十
罪
ヲ
科
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
リ
同
一
ノ
事
件
ニ
シ
テ
其
刑
期
金
額
ハ
幾
年
又
ハ
幾
百
円

ヲ
科
ス
ヘ
キ
場
合
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ア
リ
又
刑
法
ニ
定
メ
タ
ル
重
軽
罪
ニ
付
テ
ハ
数
罪
俱
発
ノ
例
ニ
依
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
等
実
際
事
実
取
調
ノ
繁
冗
ナ
ル

而
已
ナ
ラ
ス
刑
ノ
権
衡
ヲ
失
シ
裁
判
管
轄
ヲ
定
ム
ル
ノ
法
意
ニ
戻
リ
不
都
合
少
カ
ラ
ス
尤
モ
継
続
犯
罪
ハ
一
事
件
ト
シ
テ
之
ヲ
罰
ス
可
キ
ハ
治
罪
法
第

一
三
条
ノ
法
意
ニ
テ
判
然
タ
リ
連
続
犯
罪
ニ
付
テ
ハ
其
明
文
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
前
文
引
例
ノ
如
キ
ハ
即
チ
連
続
犯
罪
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
所
為
ハ

継
続
セ
サ
ル
モ
意
思
ノ
継
続
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
因
リ
仍
ホ
継
続
犯
ト
均
ク
一
事
件
ト
シ
テ
処
分
ス
可
キ
者
ト
考
量
候
ヘ
共
将
来
連
続
犯
罪
ノ
処
分
一

定
致
置
度
御
参
照
ノ
為
メ
別
紙
福
岡
県
伺
幷
弘
前
始
審
裁
判
所
請
訓
書
写
相
添
差
出
候
条
至
急
御
指
令
相
成
度
此
段
奉
伺
候
也

　 

但
地
券
書
換
又
ハ
証
券
印
紙
貼
用
等
ノ
犯
則
ノ
如
ク
法
律
ニ
於
テ
意
思
ノ
継
続
如
何
ニ
拘
ハ
ラ
ス
事
物
ノ
員
数
ニ
因
リ
刑
ヲ
増
加
ス
可
キ
罪
ハ
別
事

件
ト
シ
テ
数
刑
併
科
ス
可
キ
ハ
勿
論
ノ
事
ト
考
量
候

　
明
治
十
七
年
三
月
二
十
七
日 

司
法
卿
山
田
顕
義
　

　
　
　
　
太
政
大
臣
三
条
実
美
）
83
（

殿

右
伺
の
要
旨
は
次
の
通
り
。
違
警
罪
・
法
律
規
則
違
反
の
数
罪
俱
発
は
併
科
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
件
に
よ
っ
て
は
刑
期
や
罰
金
の
金

額
が
数
年
あ
る
い
は
数
百
円
に
の
ぼ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
数
年
の
定
役
は
違
警
罪
の
主
刑
で
あ
る
拘
留
の
、
ま
た
数
百
円
の
罰

金
は
科
料
の
最
高
刑
を
超
え
、
重
軽
罪
の
数
罪
俱
発
が
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
の
「
刑
ノ
権
衡
」
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
併
科
は

個
々
の
行
為
の
取
調
を
繁
雑
に
し
、
便
宜
的
に
違
警
罪
の
裁
判
権
を
県
に
委
譲
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
継
続
犯

罪
は
治
罪
法
第
一
三
条
に
よ
っ
て
、
一
事
件
と
し
て
扱
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
連
続
犯
罪
に
つ
い
て
は
明
文
規
定
は
存
在
し
な
い

が
、
弘
前
始
審
裁
判
所
や
福
岡
県
に
よ
る
例
は
連
続
犯
罪
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、「
其
所
為
ハ
継
続
セ
サ
ル
モ
意
思
ノ
継
続
シ
タ

ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
因
リ
仍
ホ
継
続
犯
ト
均
ク
一
事
件
ト
シ
テ
処
分
ス
可
キ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
た
め
に
連
続
犯
罪
の
処
分
方
法
を
一
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定
す
べ
く
、
指
令
を
仰
ぎ
た
い
。

　
司
法
省
の
意
向
と
し
て
は
、「
取
調
ノ
繁
冗
」
を
防
ぎ
、「
刑
ノ
権
衡
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、
連
続
犯
は
一
罪
と
し
て
処
分
し
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
治
罪
法
第
一
三
条
但
書
の
継
続
犯
罪
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ

れ
は
す
な
わ
ち
、
手
続
法
上
起
算
点
の
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
規
定
が
、
い
わ
ば
実
体
法
と
し
て
の
連
続
犯
概
念
の
成

立
を
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
太
政
官
の
指
令
に
よ
っ
て
法
令
に
準
じ
る
か
た
ち
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
明
治
初
期
の
刑
事
裁
判
は
、
霞
信
彦
氏
が
提
唱
し
た
よ
う
に
裁
判
官
の
提
起
し
た
法
の
解
釈
適
用
に
係
わ
る
様
々
な
疑
問
（
伺
）
を
司

法
省
が
回
答
（
指
令
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
擬
律
科
刑
を
な
す
「
伺
・
指
令
裁
判
体
制
」
が
と
ら
れ
て
い
）
84
（

た
。
岩
谷
十
郎
氏
は
こ
の
点
を

さ
ら
に
敷
衍
さ
せ
、
明
治
十
二
年
の
「
内
訓
条
例
」
に
よ
っ
て
類
似
の
裁
判
体
制
が
旧
刑
法
・
治
罪
法
施
行
後
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
指

摘
す
）
85
（

る
。
内
訓
条
例
は
同
二
十
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
治
罪
法
が
有
効
で
あ
っ
た
期
間
は
、
司
法
省
の
指
令
が
、
法
令
と

し
て
の
機
能
（
法
源
性
）
を
有
し
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
節
で
扱
っ
た
指
令
は
、
治
罪
法
下
で
有
効
な
広
義
の
「
法
」
と
し
て

扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。㈡

　
註
釈
書
に
み
る
連
続
犯
・
継
続
犯
の
概
念

　
当
時
の
連
続
犯
に
関
す
る
知
識
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
註
釈
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
本
節
で
は
、
学
界
に
お
い
て
連
続

犯
・
継
続
犯
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
治
罪
法
編
纂
で
供
さ
れ
た
註
釈
書
を
除
い
て
挙
げ
ら
れ
る
最
も
古
い
も
の
に
、
明
治
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
治
罪
法
編
纂
委
員
横
田
国

臣
『
治
罪
法
講
）
86
（
義
』
が
あ
）
87
（
る
。
同
書
の
治
罪
法
第
一
三
条
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
註
釈
が
加
え
ら
れ
た
。

　
　
継
続
犯
罪
ト
連
続
犯
罪
ト
ノ
解
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一 

　
継
続
犯
罪
ト
ハ
幾
日
ヲ
経
ル
ト
雖
ト
モ
其
所
為
ト
時
間
ト
ヲ
分
別
シ
度
数
ヲ
以
テ
計
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
事
件
ヲ
謂
フ
即
チ
一
揆
暴
動
陰
ニ
兵
器
弾

薬
ヲ
儲
蔵
シ
又
ハ
故
ナ
ク
人
ヲ
監
禁
ス
ル
等
ノ
罪
ナ
リ

一 
　
連
続
犯
罪
ト
ハ
累
次
累
犯
ニ
シ
テ
其
事
件
ハ
各
同
一
ナ
リ
ト
雖
モ
各
一
罪
ト
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
事
件
ヲ
謂
フ
即
チ
宝
貨
ヲ
偽
造
ス
ル
コ
ト
偽

造
ノ
宝
貨
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
応
禁
物
ノ
売
買
規
則
ニ
背
キ
医
術
分
娩
術
ヲ
行
フ
等
ノ
罪
ナ
リ

　
　
継
続
犯
罪
連
続
犯
罪
ノ
期
満
免
除
ノ
期
限
ニ
付
キ
起
算
法
ノ
差
異

一 

　
継
続
犯
罪
ハ
其
最
終
ノ
日
ヨ
リ
期
満
免
除
ノ
期
限
ヲ
起
算
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
犯
罪
ノ
時
間
幾
千
日
ナ
ル
モ
一
罪
ニ
シ
テ
一
罪
未
タ
終
ラ
サ
ル
間
ニ
経

時
効
ヲ
得
ル
ノ
理
ナ
カ
ル
可
シ

一 

　
連
続
犯
罪
ハ
累
次
別
ニ
期
満
免
除
ノ
期
限
ヲ
起
筭
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
累
犯
ノ
時
間
ヲ
合
筭
ス
ル
時
ハ
幾
千
日
ナ
ル
モ
固
ヨ
リ
数
罪
ナ
レ
ハ
最
終
ノ
一

罪
ヨ
リ
経
時
効
ヲ
得
ル
ノ
理
ナ
カ
ル
可
）
88
（

シ

横
田
は
継
続
犯
と
連
続
犯
を
明
確
に
区
分
し
た
う
え
で
、
連
続
犯
に
つ
い
て
は
一
罪
毎
に
公
訴
時
効
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
前
節
の
太
政
官
指
令
に
い
う
、
連
続
犯
は
治
罪
法
第
一
三
条
に
準
じ
て
処
断
す
べ
し
と
の
方
針
と
は
異
な
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

　
さ
ら
に
後
年
の
明
治
十
九
年
、
関
西
法
律
学
校
の
創
立
者
と
し
て
知
ら
れ
る
井
上
操
に
よ
っ
て
『
治
罪
法
講
）
89
（

義
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
同

書
は
、「
で
り
ー
、
あ
ん
す
た
ん
た
ね
」
‘délit instantane
’を
「
即
時
犯
罪
」、「
で
り
ー
、
こ
ん
ち
に
ゃ
ー
」
‘délit continu

’を
「
継

続
犯
罪
」、「
で
り
ー
、
し
ゆ
く
せ
し
ふ
」
‘délit succession
’を
「
連
続
犯
罪
」
と
翻
訳
し
、
連
続
犯
に
つ
い
て
は
「
是
レ
継
続
犯
罪
ノ

変
態
ナ
リ
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、「
継
続
犯
罪
ノ
解
ニ
於
テ
ハ
世
間
往
々
異
論
ア
リ
テ
未
タ
確
定
セ
ス
又
刊
行
ノ
書
中
ニ
モ
註
解
ナ
キ

ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
簡
短
ニ
シ
テ
恐
ク
ハ
未
タ
其
義
ヲ
尽
サ
サ
ル
ナ
ル
ヘ
）
90
（
シ
」
と
も
あ
る
。

　
井
上
操
『
治
罪
法
講
義
』
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
地
券
書
換
ヲ
為
サ
ス
証
券
印
紙
ヲ
貼
用
セ
サ
ル
罪
ハ
十
六
年
五
月
十
四
日
司
法

省
内
訓
ニ
テ
モ
之
ヲ
継
続
犯
罪
ナ
リ
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
）
91
（
キ
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
右
に
い
う
司
法
省
内
訓
は
す
な
わ
ち
、
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証
券
印
紙
規
則
違
背
者
ハ
都
テ
本
則
ヲ
履
行
セ
サ
ル
（
則
チ
罰
則
第
七
条
ノ
如
キ
印
紙
ヲ
貼
用
セ
サ
ル
）
間
ハ
仍
ホ
継
続
犯
罪
ナ
ル
ヲ
以
テ
公
訴
期
満

免
除
ヲ
与
ヘ
サ
）
92
（
ル

と
の
指
令
を
、
司
法
省
よ
り
大
審
院
裁
判
所
お
よ
び
警
視
庁
・
府
県
（
東
京
府
を
除
く
）
へ
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
指
令
は
、
明
治
十

五
年
十
月
二
十
六
日
に
前
橋
軽
罪
裁
判
所
検
事
代
理
検
事
補
五
十
嵐
匡
里
よ
り
提
起
を
み
た
伺
に
基
づ
く
。
継
続
犯
に
か
か
る
実
体
的
規

定
を
欠
く
な
か
で
、
右
内
訓
は
、
継
続
犯
の
具
体
的
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
依
る
べ
き
法
を
各
裁
判
所
に
示
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
井
上

が
註
釈
書
に
お
い
て
右
内
訓
を
掲
げ
た
の
は
、
内
訓
の
有
す
る
法
源
性
を
示
唆
す
る
ゆ
え
で
あ
ろ
）
93
（

う
。

㈢
　
連
続
犯
に
か
か
る
大
審
院
判
例

　
こ
の
よ
う
に
、
連
続
犯
処
分
方
に
関
す
る
太
政
官
指
令
は
法
令
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最
後
に
、
当
時
大
審
院

に
お
い
て
連
続
犯
事
件
が
ど
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
た
の
か
、
若
干
述
べ
て
お
く
。

　
大
審
院
は
明
治
十
九
年
十
月
二
十
一
日
、
連
続
犯
の
公
訴
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
、「
連
続
犯
ノ
公
訴
期
満
免
除
ノ
期
限
ハ
犯
罪
最

終
ノ
日
ヨ
リ
起
算
）
94
（
ス
」
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
、
同
十
七
年
に
発
せ
ら
れ
た
先
述
の
連
続
犯
罪
処
分
法
に
つ
い
て
は
「
継
続
犯
罪
ト
同
ク

治
罪
法
第
一
三
条
ニ
依
ラ
シ
ム
」
と
す
る
指
令
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
判
例
は
そ
の
七
年
後
、
大
き
く
変
化
す
る
。

同
二
十
三
年
十
一
月
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
施
行
に
伴
っ
て
治
罪
法
は
改
正
さ
れ
た
が
、
同
条
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
た
。

同
二
十
六
年
一
月
十
六
日
、
大
審
院
は
「
委
托
金
費
消
件
」
に
お
い
て
、「
数
年
間
継
続
シ
テ
即
時
犯
ヲ
犯
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
時
効
ハ
継
続

犯
ノ
如
ク
犯
罪
最
終
ノ
日
ヲ
以
テ
之
カ
起
算
点
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
）
95
（
ス
」
と
判
示
し
た
。

費
消
罪
ハ
継
続
犯
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
即
時
犯
タ
ル
ヤ
論
ヲ
俟
タ
ス
只
意
思
ハ
継
続
ス
ル
ヲ
以
テ
連
続
犯
ト
シ
継
続
犯
一
事
件
ノ
如
ク
処
分
ス
ル
ハ
可
ナ
リ
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ト
雖
モ
連
続
犯
ヲ
純
然
タ
ル
継
続
犯
ノ
如
ク
犯
罪
最
終
ノ
日
ヨ
リ
時
効
ヲ
起
算
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
連
続
犯
ハ
本
来
即
時
犯
ノ
連
続
ス
ル
ニ

過
キ
サ
レ
ハ
其
連
続
ノ
故
ヲ
以
テ
軽
罪
三
年
以
前
ノ
即
時
犯
ヲ
継
続
犯
ト
ス
ル
ヲ
得
サ
レ
ハ
ナ
リ
要
ス
ル
ニ
即
時
犯
ハ
連
続
ス
ル
モ
即
時
犯
タ
ル
ノ
性

質
ヲ
失
ハ
ス

―
中
略

―
数
年
間
継
続
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
之
ヲ
継
続
犯
ト
混
ス
ヘ
カ
ラ
ス
則
チ
即
時
犯
ノ
連
続
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
是
レ

連
続
犯
タ
リ
故
ニ
継
続
犯
ノ
如
ク
犯
罪
最
終
ノ
日
ヲ
以
テ
時
効
ノ
起
算
点
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

す
な
わ
ち
、
同
二
十
六
年
の
大
審
院
判
例
で
は
、
先
の
指
令
の
内
容
が
否
定
さ
れ
、
も
は
や
効
力
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
、
先
述
の
通
り
同
二
十
三
年
に
内
訓
の
法
と
し
て
の
機
能
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
て
、
連
続
犯
が
継
続
犯
と
同
様
の

公
訴
時
効
の
起
算
点
を
持
つ
と
す
る
指
令
は
廃
止
さ
れ
、
以
後
、
連
続
犯
概
念
は
判
例
お
よ
び
学
界
を
通
じ
て
理
論
構
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

四
　
結
　
語

　
以
上
、
旧
刑
法
・
治
罪
法
下
に
お
け
る
連
続
犯
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
当
時
の
史
料
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
た
。
要
約
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
明
文
規
定
を
欠
く
連
続
犯
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
弘
前
始
審
裁
判
所
お
よ
び
福
岡
県
に
よ
る
伺
が
端

緒
と
な
り
、
手
続
的
煩
雑
さ
お
よ
び
刑
が
不
当
に
重
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
司
法
省
は
そ
の
実
体
的
根
拠
を
、
治

罪
法
第
一
三
条
に
規
定
の
あ
っ
た
継
続
犯
に
求
め
る
。
裁
判
所
の
判
断
を
拘
束
し
た
明
治
十
七
年
の
指
令
は
、
連
続
犯
の
公
訴
時
効
の
起

算
点
に
つ
い
て
も
、
継
続
犯
と
同
じ
よ
う
に
処
断
さ
れ
る
旨
を
定
め
る
法
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
。
指
令
が
効
力
を
失
っ
た
後
は
、
理

論
的
に
継
続
犯
と
連
続
犯
の
科
刑
の
問
題
と
公
訴
時
効
の
起
算
点
の
問
題
を
明
確
に
区
別
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
。

　
本
稿
で
は
、
従
来
は
旧
刑
法
（
実
体
法
）
と
治
罪
法
（
手
続
法
）
と
に
わ
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
明
治
期
の
法
制
に
つ
い
て
、
治
罪
法
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の
手
続
的
規
定
が
実
体
法
的
内
容
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
旧
刑
法
は
罪
数
論
に
つ
い
て
吸
収
主
義
を
採
用
し
て
い
た
が
、

治
罪
法
第
一
三
条
但
書
に
規
定
さ
れ
た
「
継
続
犯
罪
」
の
文
言
は
、
罪
数
論
と
し
て
の
「
連
続
犯
」
を
認
め
る
実
体
的
根
拠
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
同
条
を
制
定
し
た
の
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
学
説
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、

旧
刑
法
に
鶴
田
皓
が
渋
々
受
け
入
れ
た
併
科
に
関
す
る
例
外
規
定
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
連
続
犯
に
か
か
わ
る
事
件
の
処
断
を
複
雑
に
す

る
契
機
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
従
来
、「
律
」
的
吸
収
主
義
の
も
と
で
は
発
達
し
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
連
続
犯
概
念
が
、
実

務
的
要
請
か
ら
、
司
法
省
に
お
い
て
実
体
・
手
続
の
枠
組
み
を
超
え
て
解
決
策
（
解
釈
）
を
模
索
し
、
概
念
を
形
成
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）  

代
表
的
な
研
究
に
、
霞
信
彦
『
明
治
初
期
刑
事
法
の
基
礎
的
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
五
〇
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、

一
九
九
一
）、
吉
井
蒼
生
夫
『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
）、
岩
谷
十
郎
『
明
治
日
本
の
法
解
釈
と
法
律
家
』（
慶

應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
八
三
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
二
〇
一
二
）
等
が
あ
る
。

（
2
）  

近
年
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
信
山
社
の
日
本
立
法
資
料
全
集
『
刑
事
訴
訟
法
制
定
資
料
全
集
』「
刊
行
の
辞
」
に
お
い
て
も
、
治
罪
法
や

旧
々
刑
事
訴
訟
法
の
制
定
過
程
に
関
す
る
研
究
は
、
旧
刑
事
訴
訟
法
お
よ
び
現
行
刑
事
訴
訟
法
の
立
案
・
制
定
過
程
を
跡
付
け
よ
う
と
す
る
試
み

に
比
べ
て
、
本
格
的
な
資
料
収
集
さ
え
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
（
井
上
正
仁
・
渡
辺
咲
子
・
田
中
開
編
著
『
刑
事
訴
訟
法

制
定
資
料
全
集
　
昭
和
刑
事
訴
訟
法
編
（
一
）』（
日
本
立
法
資
料
全
集
一
二
一
、
信
山
社
、
二
〇
〇
一
）、
ⅰ
・
ⅱ
頁
）。

（
3
）  

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』（
全
六
冊
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
）。

（
4
）  

石
井
良
助
編
『
明
治
文
化
史
　
法
制
編
』（
洋
々
社
、
一
九
五
四
）、
二
八
四
頁
。

（
5
）  

新
律
綱
領
訴
訟
律
干
名
犯
義
条
の
規
定
は
次
の
通
り
。

　
　
　 

凡
子
孫
。
祖
父
母
父
母
ヲ
告
ケ
。
妻
妾
。
夫
及
ヒ
夫
ノ
祖
父
母
父
母
ヲ
告
ル
者
ハ
。
実
ヲ
得
ル
ト
雖
モ
。
徒
二
年
半
。
誣
告
ス
ル
者
ハ
。
絞
。

若
シ
二
等
親
ノ
尊
長
。
及
ヒ
外
祖
父
母
ヲ
告
ル
者
ハ
。
実
ヲ
得
ル
ト
雖
モ
。
杖
九
十
。
三
等
親
ノ
尊
長
ハ
。
杖
八
十
。
四
等
親
ノ
尊
長
ハ
。
杖
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七
十
。
妻
ノ
父
母
ハ
。
杖
六
十
。
其
告
ラ
ル
ヽ
二
等
三
等
親
ノ
尊
長
。
及
ヒ
外
祖
父
母
。
若
ク
ハ
妻
ノ
父
母
ハ
。
幷
ニ
自
首
ニ
同
ク
。
罪
ヲ
免

ス
。
四
等
親
ノ
尊
長
ハ
。
本
罪
ニ
。
三
等
ヲ
減
ス
。
若
シ
誣
告
ノ
罪
。
重
キ
者
ハ
。
各
誣
ル
所
ノ
罪
ニ
。
三
等
ヲ
加
ヘ
。
罪
。
流
三
等
ニ
止
ル
。

（
後
略
）（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
第
一
冊
（
原
書
房
、
二
〇
一
〇
）、
一
八
〇
頁
）

　
　
旧
刑
事
訴
訟
法
（
大
正
十
一
年
法
七
五
）
祖
父
母
・
父
母
に
対
す
る
告
訴
・
告
発
の
禁
止
規
定
は
次
の
通
り
。

　
　
　
第
二
五
九
条
　
祖
父
母
又
ハ
父
母
ニ
対
シ
テ
ハ
告
訴
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
　
第
二
七
〇
条
　
第
二
五
九
条
ノ
規
定
ハ
告
発
ニ
付
之
ヲ
準
用
ス
（『
法
令
全
書
』
大
正
十
一
年
五
月
、
法
律
第
七
五
号
）

　
　
祖
父
母
父
母
に
対
す
る
告
訴
・
告
発
の
禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、「
日
本
ノ
順
風
美
俗
ヲ
維
持
ス
ル
」
と
い
う
儒
教
的
思
想
が
背
景
に

あ
っ
た
が
、
旧
刑
事
訴
訟
法
制
定
の
過
程
に
お
い
て
、
同
条
は
法
律
で
制
定
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の
反
対
意
見
も
根
強
く
あ
っ
た
（『
刑

事
訴
訟
法
案
衆
議
院
貴
族
院
委
員
会
議
録
』（
法
曹
会
、
一
九
二
二
）、
五
四
四
―
五
六
四
お
よ
び
八
六
三
・
八
六
四
頁
）。
訴
訟
律
干
名
犯
義
条

も
建
前
上
は
儒
教
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
（
律
令
研
究
会
編
代
表
滝
川
政
次
郎
『
訳
註
日
本
律
令
　
七
　
唐
律
疏
議
訳
註
編
三
』（
東
京
堂
出

版
、
一
九
八
七
）、
三
七
五
・
三
七
六
頁
）。
律
と
旧
刑
事
訴
訟
法
の
両
規
定
の
接
続
を
示
す
確
た
る
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
検

討
す
れ
ば
、
同
義
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（
石
井
紫
郎
・
水
林
彪
校
注
『
法
と
秩
序
』（
日
本
近
代
思
想
体
系
七
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
）、

二
八
七
―
二
八
九
頁
）。
旧
刑
事
訴
訟
法
の
制
定
過
程
お
よ
び
律
の
手
続
的
規
定
に
つ
い
て
は
、
小
田
中
聰
樹
『
刑
事
訴
訟
法
の
歴
史
的
分
析
』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
）
を
参
照
の
こ
と
。
花
井
卓
蔵
「
刑
事
訴
訟
法
要
義
序
」（
林
頼
三
郎
『
刑
事
訴
訟
法
要
義
　
総
則
』
所
収
、
中
央
大

学
、
一
九
二
五
）
に
お
い
て
も
、「（
新
律
）
綱
領
は
其
大
部
分
に
於
て
刑
法
な
り
と
雖
も
、
捕
亡
律
、
断
獄
律
は
実
質
に
於
て
刑
事
訴
訟
法
の
範

囲
に
属
す
」（
四
頁
）
と
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
刑
事
実
体
法
と
手
続
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
議
論
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
刑
事
法
領
域
に
お
け
る
実
体
法
と
手
続

法
の
交
錯
を
正
面
か
ら
取
り
扱
っ
た
研
究
に
、「
一
連
の
行
為
を
め
ぐ
る
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
」（
小
田
直
樹
「
共
同
研
究
に
あ
た
っ
て

―

問
題
意
識
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト

―
」・
深
町
晋
也
「『
一
連
の
行
為
』
に
つ
い
て

―
実
体
法
の
視
点
か
ら

―
」・
大
久
保
隆
志
「『
一
連
の
行

為
』
と
訴
訟
的
評
価
」（
刑
法
雑
誌
、
五
〇
―
一
、
二
〇
一
〇
））
が
あ
る
。
ち
な
み
に
西
洋
に
お
い
て
も
、「
一
罪
な
る
か
、
数
罪
な
る
か
の
問

題
は
、
一
個
の
刑
罰
を
科
す
べ
き
か
数
個
の
刑
罰
を
科
す
べ
き
か
（
又
は
加
重
刑
を
科
す
べ
き
か
）
の
問
題
か
ら
で
て
来
た
」、
す
な
わ
ち
実
体

法
か
ら
離
れ
て
手
続
法
の
分
野
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
（
瀧
川
幸
辰
「
罪
数
概
論
（
一
）」（
法
学
論
叢
、
三
―
二
、
一
九
二
〇
）、
四
頁
）。

（
6
）  

近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
岩
谷
十
郎
「
刑
法
典
の
近
代
化
に
お
け
る
『
旧
な
る
も
の
』
と
『
新
な
る
も
の
』」（
前
掲
『
明
治
日
本
の
法

解
釈
と
法
律
家
』
所
収
）
が
あ
る
。
岩
谷
氏
は
旧
刑
法
を
、
律
型
刑
法
と
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
ア
マ
ル
ガ
ム
と
結
論
づ
け
た
（
二
六
七
頁
）。
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（
7
）  

前
註
（
1
）
の
ほ
か
旧
刑
法
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察

―
司
法
省
段
階
に

お
け
る
編
纂
を
中
心
と
し
て

―
」（
法
学
政
治
学
論
究
、
七
六
、
二
〇
〇
八
）、
五
七
〇
・
五
七
一
頁
に
詳
し
い
。

（
8
）  

た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
治
罪
法
の
大
き
な
違
い
に
、
陪
審
制
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
手
塚
豊
「
法
規
分
類
大
全
〈
治
罪

門
〉
解
題
」（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
五
七
、
治
罪
門
第
二
冊
所
収
、
原
書
房
、
二
〇
一
〇
）、
小
田
中
聰
樹
「
明
治
憲
法
下
の
刑
事

手
続

―
治
罪
法
（
一
八
八
〇
）、
旧
々
刑
事
訴
訟
法
（
一
八
九
〇
）、
旧
刑
事
訴
訟
法
（
一
九
二
二
）

―
」（
法
学
教
室
、
一
二
一
、
一
九
九

〇
）。
治
罪
法
に
関
す
る
先
行
業
績
に
つ
い
て
は
、
後
註
（
34
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）  

昭
和
二
十
二
年
刑
法
改
正
（『
法
令
全
書
』
昭
和
二
十
二
年
十
月
、
法
律
第
一
二
四
号
）。

（
10
）  

日
本
に
お
け
る
罪
数
論
の
学
説
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
只
木
誠
「
観
念
的
競
合
の
一
罪
性
と
そ
の
根
拠
」（『
罪
数
論
の
研
究
』
補
訂
版
所
収
、

成
文
堂
、
二
〇
〇
九
）、
四
〇
―
四
六
頁
に
詳
し
い
。

（
11
）  

渡
辺
育
男
「
未
遂
事
犯
の
掘
り
下
げ
捜
査
と
捜
査
情
報
及
び
資
料
の
集
中
管
理
に
よ
る
捜
査
活
動
へ
の
活
用
に
つ
い
て

―
連
続
犯
に
対
す
る

捜
査
を
中
心
と
し
て

―
」（
警
察
学
論
集
、
四
四
―
六
、
一
九
九
一
）。

（
12
）  

連
続
犯
制
定
の
理
由
は
、
実
務
の
疑
義
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
（「
刑
法
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書
」（
松
尾
浩
也
増
補
解
題
・
倉
富
勇
三
郎
・

平
沼
騏
一
郎
・
花
井
卓
蔵
監
修
・
高
橋
治
俊
・
小
谷
二
郎
共
編
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
二
、
信
山
社
、
一
九
九
〇
）、

二
一
五
二
頁
を
参
照
）。

（
13
）  

旧
刑
法
の
罪
数
論
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
は
、
小
野
清
一
郎
「
旧
刑
法
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
学
」（
福
井
勇
二
郎
編
『
杉
山
教
授
還
暦
祝

賀
論
文
集
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
）
お
よ
び
前
掲
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
お
よ
び
拙
著
「
旧
刑
法

の
成
立
と
村
田
保

―
数
罪
俱
発
条
を
手
掛
か
り
と
し
て

―
」（
法
学
政
治
学
論
究
、
七
九
、
二
〇
〇
八
）
が
あ
る
。

（
14
）  

小
野
清
一
郎
「
連
続
犯
と
包
括
一
罪
」（
法
曹
時
報
、
三
―
一
〇
、
一
九
五
一
）、
二
〇
頁
。
現
行
法
に
お
い
て
も
罪
数
論
に
お
け
る
実
体
的
研

究
が
低
調
で
あ
る
こ
と
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
理
由
と
し
て
は
、
罪
数
は
具
体
的
な
事
案
と
密
接
に
関
わ
り
極
め
て
実
務
的
な
性
格
を
有
し
、

適
正
な
量
刑
を
決
め
る
こ
と
に
偏
重
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
中
山
善
房
「
罪
数
論
の
現
状
」（
団
藤
重
光
・
斎
藤
壽
郎
監

修
『
刑
事
裁
判
の
課
題
』
所
収
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
）、
一
六
七
頁
）。
村
崎
精
一
「
刑
法
に
お
け
る
法
条
競
合
論
」（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論

集
法
学
編
、
一
四
、
一
九
六
七
）、
六
〇
頁
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

（
15
）  

虫
明
満
『
包
括
一
罪
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
二
）、
一
五
五
頁
。

（
16
）  

前
掲
虫
明
『
包
括
一
罪
の
研
究
』、
一
五
六
頁
。
な
お
、
虫
明
氏
の
研
究
は
日
本
と
ド
イ
ツ
の
制
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
着
想
を
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誘
起
す
る
。
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
連
続
犯
の
概
念
は
併
科
主
義
回
避
の
た
め
の
理
論
で
あ
る
が
、
条
文
の
規
定
の
方
法
は
、「
そ
も

そ
も
一
罪
数
罪
の
区
別
が
前
提
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
」（
一
二
五
頁
）。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
条
文
が
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

当
該
行
為
が
一
個
の
行
為
か
数
個
の
行
為
か
に
あ
り
、
一
罪
か
数
罪
か
と
い
う
こ
と
に
は
全
く
関
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
日
本
に

お
い
て
は
連
続
犯
の
一
罪
性
に
つ
い
て
、
種
々
の
学
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
只
木
「
観
念
的
競
合
の
一
罪
性
と
そ
の
根
拠
」）。
旧
刑
法
は

罪
数
論
に
つ
い
て
「
数
罪
俱
発
」
の
文
言
を
使
用
し
た
が
、
こ
れ
は
、
律
の
な
か
に
「
二
罪
俱
発
」
条
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
文
言
が

採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
本
稿
二
で
述
べ
る
よ
う
に
「
条
文
の
文
は
律
に
依
る
」
と
の
旧
刑
法
編
纂
方
針
に
基
づ
く
が
、
一
方
で
、
範
を
と
っ
た

フ
ラ
ン
ス
法
は
吸
収
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
建
前
と
し
て
、
罪
数
論
に
つ
い
て
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
向
を
退
け
て
吸
収
主
義
を
採
用
し

た
。
そ
れ
は
翻
訳
語
に
つ
い
て
、
異
論
無
く
「
数
罪
俱
発
」
の
文
言
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
も
根
底
で
つ
な
が
っ
て
い
る
（
前
掲
拙
著
「
旧
刑
法

『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」、
五
七
〇
頁
）。
も
っ
と
も
、「
数
罪
俱
発
」
の
文
言
は
旧
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
た
が
、「
俱

発
」
の
用
語
削
除
の
一
方
で
、「
数
罪
」
の
文
言
は
現
行
刑
事
訴
訟
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説

に
従
え
ば
本
来
的
に
は
「
行
為
」
を
基
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
一
罪
」・「
数
罪
」
の
区
別
に
と
ら
わ
れ
る
契
機
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
想
起
さ
せ
る
。（
後
註
（
20
）
参
照
）

（
17
）  

明
治
八
年
ま
で
の
司
法
省
明
法
寮
を
中
心
と
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
霞
信
彦
「
明
治
期
に
お
け
る
刑
事
裁
判
に
つ
い
て

―
伺
・
指
令
裁
判

体
制
を
中
心
に

―
」（
法
学
研
究
、
七
六
―
七
、
二
〇
〇
三
）、
同
十
二
年
の
「
内
訓
条
例
」
を
中
心
と
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
岩
谷
十
郎

「
明
治
十
五
年
前
後
の
訓
令
シ
ス
テ
ム
概
観
」（
前
掲
『
明
治
日
本
の
法
解
釈
と
法
律
家
』
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
18
）  

前
掲
小
田
中
『
刑
事
訴
訟
法
の
歴
史
的
分
析
』、
一
〇
・
一
一
頁
。

（
19
）  

本
稿
に
お
い
て
史
料
よ
り
引
用
を
お
こ
な
う
場
合
、
旧
字
・
合
字
・
異
体
字
等
は
す
べ
て
新
字
に
改
め
て
表
記
す
る
。
既
出
の
史
料
・
文
献
等

に
つ
い
て
は
、
重
複
を
避
け
る
た
め
前
掲
「
○
○
○
」
と
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
20
）  

名
例
律
逸
文
（『
唐
律
疏
議
』）、
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』（
日
本
思
想
体
系
新
装
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

四
）、
四
七
頁
。

　
　
　
ち
な
み
に
、
日
本
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
ま
で
、「
罪
」
と
「
刑
」
の
概
念
が
混
淆
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
、

中
国
律
の
「
五
刑
」
を
継
受
す
る
際
に
、「
五
罪
」
と
し
た
。「
犯
罪
あ
る
と
こ
ろ
刑
罰
あ
り
。
罪
・
刑
両
者
は
恰
も
影
の
形
に
添
う
如
く
離
る
べ

か
ら
ざ
る
関
係
に
在
っ
た
た
め
、
両
者
は
同
視
さ
れ
」
た
（
佐
々
波
与
佐
次
郎
「
本
邦
古
代
の
罪
・
刑
」
青
山
法
学
論
集
、
七
―
四
、
一
九
六
六
、

一
〇
九
頁
）。
二
罪
俱
発
に
い
う
「
罪
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、「
其
一
事
分
為
二
罪
。
罪
法
若
等
。
則
累
論
。
罪
法
不
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等
者
。
則
以
重
法
併
満
軽
法
。」（
前
掲
『
律
令
』、
四
八
頁
）
の
規
定
よ
り
、
犯
罪
と
刑
罰
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「『
事
』

と
い
う
の
が
訳
せ
ば
〝
犯
罪
〞
で
あ
り
、『
罪
』
と
は
『
罪
法
』
す
な
わ
ち
刑
罰
算
定
法
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
律
令
研
究
会
編
・
滋
賀

秀
三
訳
註
『
訳
註
日
本
律
令
　
五
　
唐
律
疏
議
訳
註
篇
一
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
）、
二
八
八
頁
）。
も
し
、「
二
罪
俱
発
」
条
が
古
代
に
お

い
て
唐
律
を
そ
の
ま
ま
継
受
し
た
な
ら
、「
五
罪
」
の
概
念
と
大
い
に
矛
盾
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
明

治
初
期
刑
法
の
な
か
で
「
五
刑
」
と
規
定
し
、「
罪
」
が
犯
罪
類
型
の
み
を
表
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
る
。

（
21
）  
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
一
〇
・
一
一
頁
。

（
22
）  

「
起
案
ノ
大
意
」（
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
別
冊
『
刑
法
編
集
日
誌
　
日
本
帝
国
刑
法
草
案
』
所
収
）、
四
頁
。

（
23
）  

前
註
（
16
）
お
よ
び
（
20
）
参
照
。

（
24
）  

前
掲
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」、
五
五
一
頁
。

（
25
）  

鶴
田
皓
の
略
歴
は
、「
鶴
田
皓
略
伝
」（
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
所
収
）
を
参
照
。

（
26
）  

藤
田
弘
道
「
新
律
綱
領
編
纂
考
」
お
よ
び
「
改
定
律
例
編
纂
者
考
」（『
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
史
』
所
収
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
一
）。

（
27
）  

フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
の
吸
収
主
義
に
関
す
る
規
定
は
次
の
通
り
。

　
　
　
第
三
六
五
条
後
段

　
　
　 

若
シ
被
告
人
ニ
数
箇
ノ
重
罪
及
ヒ
軽
罪
ア
ル
時
ハ
其
中
ノ
最
重
ナ
ル
罪
ニ
因
テ
其
刑
ヲ
定
ム
可
シ
（
箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
』「
治
罪

法
」、
一
八
七
四
）

　
　
　 365. （condition

） En cas de conviction de plusieurs crim
es ou délits, la peine la plus forte sera seule prononcée. （L. Rodon-

neau, 

‘Corps de D
roit Français, Civil, Com

m
ercial et Crim

inel.

’ Paris, 1880 ‒1881

、
四
一
〇
頁
）

　
　
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
治
罪
法
に
規
定
の
あ
っ
た
同
条
が
日
本
法
で
は
刑
法
中
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
の
間
で
「
刑
法
中
ニ
入
レ
テ
当
然
ナ
リ
」
と
さ
れ
た
（
前
掲
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」、
五
五
二
頁
）。

（
28
）  

詳
細
は
、
前
掲
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
に
詳
し
い
。

（
29
）  

前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
三
六
五
・
三
六
六
頁
。

（
30
）  

前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
第
一
冊
、
四
〇
四
頁
。
な
お
、
同
条
は
次
の
日
本
刑
法
草
案
を
修
正
し
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ

る
。
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第
一
一
三
条
　
違
警
罪
二
罪
以
上
俱
ニ
発
ス
ル
時
ハ
各
自
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
若
シ
重
罪
又
ハ
軽
罪
ト
俱
ニ
発
ス
ル
時
ハ
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
（
前
掲

『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
三
八
〇
頁
）

（
31
）  

前
掲
拙
著
「
旧
刑
法
『
数
罪
俱
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」、
五
六
七
頁
。

（
32
）  
『
法
令
全
書
』
明
治
十
四
年
、
一
三
二
頁
。

（
33
）  
背
景
に
、
当
時
激
し
さ
を
増
し
た
自
由
民
権
運
動
弾
圧
と
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
（
前
掲
小
田
中
『
刑
事
訴
訟
法
の
歴
史
的
分
析
』、
一
一
頁
）。

讒
謗
律
と
旧
刑
法
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
讒
謗
律
の
廃
止
に
関
す
る
一
考
察
」（『
明
治
刑
法
史
の
研
究
　
下
』
慶
應
通
信
、
一
九

八
六
）
に
詳
し
い
。

（
34
）  

小
早
川
欣
吾
『
明
治
法
制
史
論
公
法
之
部
　
下
巻
』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
四
〇
）、
矢
野
祐
子
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
、
そ
の
法
思
想

―
陪
審

制
度
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（
早
稲
田
法
学
会
誌
、
四
七
、
一
九
九
七
）。
そ
れ
以
前
の
治
罪
法
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
司
法
省
刑
事
局

「
旧
刑
法
、
治
罪
法
及
旧
刑
事
訴
訟
法
編
纂
沿
革
　（
一
）・（
二
）」（
法
曹
会
雑
誌
、
八
―
八
・
九
、
一
九
三
〇
）。
こ
の
ほ
か
、
治
罪
法
編
纂
を

め
ぐ
る
史
料
解
題
と
し
て
は
、
松
田
信
男
「
館
蔵
・
法
典
編
纂
関
係
資
料
目
録
並
解
題
　
鶴
田
皓
旧
蔵
旧
刑
法
・
治
罪
法
編
纂
関
係
原
資
料
　
法

典
調
査
会
議
事
速
記
録
・
其
他
法
典
編
纂
関
係
複
製
資
料
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
、
二
、
一
九
六
〇
）。
治
罪
法
の
編
纂
過
程
を
め
ぐ
る
研

究
と
し
て
、
前
述
の
研
究
に
加
え
て
、
青
柳
文
雄
「
フ
ラ
ン
ス
刑
訴
、
ド
イ
ツ
刑
訴
の
特
色

―
治
罪
法
、
明
治
刑
訴
、
大
正
刑
訴
へ
の
影
響
を

通
じ
て

―
」（
上
智
法
学
論
集
、
二
〇
―
三
、
一
九
七
七
）、
横
山
晃
一
郎
「
明
治
五
年
後
の
刑
事
手
続
改
革
と
治
罪
法
」（
法
政
研
究
、
五
一

―
三
〜
四
、
一
九
八
五
）、
沢
登
佳
人
・
中
川
宇
志
「
明
治
治
罪
法
の
精
神
」（
法
政
理
論
、
一
九
―
三
、
一
九
八
七
）、
向
井
健
・
矢
野
祐
子

「
資
料
　
村
田
本
『
治
罪
法
直
訳
』

―
治
罪
法
編
纂
過
程
の
基
礎
的
研
究

―
」（
法
学
研
究
、
六
八
―
九
、
一
九
九
五
）、
向
井
健
・
矢
野
祐

子
「
資
料
　
村
田
本
『
治
罪
法
草
案
審
査
第
二
読
会
修
正
趣
意
書
』

―
治
罪
法
編
簒
過
程
の
基
礎
的
研
究

―
」（
法
学
研
究
、
六
九
―
三
、

一
九
九
六
）。
陪
審
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
の
過
程
で
治
罪
法
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
の
代
表
的
な
も
の
に
、
利
谷
信
義
「
天
皇
制
法
体

制
と
陪
審
制
度
論
」（
日
本
近
代
法
制
史
研
究
会
編
『
日
本
近
代
国
家
の
法
構
造
』
所
収
、
木
鐸
社
、
一
九
八
三
）
が
あ
る
。

（
35
）  

岸
良
兼
養
は
、
明
治
二
年
の
弾
正
台
に
は
じ
ま
り
、
刑
部
省
・
司
法
省
に
出
仕
、
同
十
年
検
事
長
に
補
任
、
同
十
二
年
大
審
院
長
と
な
る
。
同

十
六
年
に
は
元
老
院
議
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
の
数
ヶ
月
後
四
十
七
歳
で
病
没
し
た
。
弟
は
福
岡
県
令
（
同
十
五
―
十
九
年
）
の
岸
良
俊
介
。

来
歴
に
つ
い
て
は
、
大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』（
新
訂
版
、
東
京
美
術
、
一
九
七
一
）、
一
八
〇
頁
を
参
照
。

（
36
）  

司
法
省
編
『
司
法
沿
革
誌
』（
法
曹
会
、
一
九
三
九
）、
四
四
頁
。

（
37
）  

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
著
・
森
順
正
訳
『
治
罪
法
草
案
註
釈
　
第
一
編
』（
明
治
十
五
年
）、
五
頁
。
仏
文
の
も
の
は
、G. E. Boissonade, 

‘Projet 
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de Code de Procedure Crim
inelle pour l

’Em
pire du Japon

’ accom
pagné d

’un com
m
entaire. Tokio, Kokubunsha, 1882.

仏
文
と

日
本
語
訳
文
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
前
掲
矢
野
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
、
そ
の
法
思
想
」、
三
三
二
・
三
三
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
38
）  

「
各
旧
藩
習
慣
ノ
法
律
類
似
の
罰
則
ノ
存
在
ノ
分
取
調
差
出
サ
シ
ム
」（『
法
令
全
書
』
明
治
八
年
）。
同
達
は
『
法
規
分
類
大
全
』
の
な
か
で
、

「
各
藩
法
律
治
罪
ノ
慣
習
法
ヲ
取
調
ヘ
差
出
サ
シ
ム
」（
治
罪
門
第
一
冊
、
一
二
四
頁
）
と
記
述
さ
れ
た
（
前
掲
横
山
「
明
治
五
年
後
の
刑
事
手
続

改
革
と
治
罪
法
」、
六
九
二
頁
）。
な
お
、
明
治
八
年
司
法
省
第
一
号
達
に
お
い
て
蒐
集
さ
れ
た
藩
刑
法
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「『
各
国
刑
法
比

照
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（
法
学
政
治
学
論
究
、
九
二
、
二
〇
一
二
）
に
詳
し
い
。

（
39
）  

治
罪
法
の
編
纂
過
程
は
、
前
掲
司
法
省
刑
事
局
「
旧
刑
法
、
治
罪
法
及
旧
刑
事
訴
訟
法
編
纂
沿
革
」
中
に
記
さ
れ
た
出
典
の
明
ら
か
で
な
い
史

料
（
一
一
六
・
一
一
七
頁
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
起
点
を
め
ぐ
り
議
論
が
生
じ
て
い
る
。
編
纂
者
の
一
人
と
し
て
御
雇
外
国
人
ジ
ュ
ス
ラ
ン
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ュ
ス
ラ
ン
（Jules Jouslain

）
は
明
治
九
年
に
司
法
省
が
招
聘
し
た
フ 

ラ
ン
ス
人
検
事
で
、
来
日
前
は
植
民
地
サ
イ
ゴ
ン
の
検
事
職
に
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ス
ラ
ン
は
司
法
省
が
雇
用
し
た
唯
一
の
「
検
職
（
検
事
）
顧
問
」

で
あ
る
。
招
聘
の
理
由
は
、
治
罪
法
あ
る
い
は
検
事
職
制
な
ど
の
立
法
に
従
事
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、「
法
律
の
研
究
、
取
調
べ
に
就
い
て

は
、
多
く
邦
人
以
上
に
出
で
ぬ
の
で
、
意
気
軒
昂
た
る
委
員
等
に
敬
遠
せ
ら
れ
て
、
遂
に
解
雇
せ
ら
れ
て
了
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
井
上
正
明

『
伯
爵
清
浦
奎
吾
伝
　
上
巻
』（
伯
爵
清
浦
奎
吾
伝
刊
行
会
、
一
九
三
五
）、
八
六
・
八
七
頁
）。
司
法
省
を
解
雇
さ
れ
帰
国
し
た
の
は
、
明
治
十
年

七
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
履
歴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
池
田
真
朗
「
司
法
省
御
雇
外
人
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ュ
ス
ラ
ン
」（
法
学
研
究
、
四
八
―
四
、

一
九
七
五
）
に
詳
し
い
。

（
40
）  

前
掲
矢
野
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
、
そ
の
法
思
想
」、
三
二
八
頁
。

（
41
）  

前
掲
矢
野
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
、
そ
の
法
思
想
」、
三
三
一
頁
。
な
お
、
本
草
案
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
よ
る
「
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
〈http://w

w
w.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/w
a15/w

a15_06302/index.htm
l

〉。

（
42
）  

前
掲
『
治
罪
法
草
案
註
釈
　
第
一
編
』、
五
頁
。

（
43
）  

前
掲
『
司
法
沿
革
誌
』、
四
九
頁
。

（
44
）  

村
田
保
「
法
制
実
歴
談
」（
法
学
協
会
雑
誌
、
三
二
―
四
、
一
九
一
四
）、
一
四
四
頁
。

（
45
）  

前
掲
小
早
川
『
明
治
法
制
史
論
公
法
之
部
　
下
巻
』、
一
〇
七
〇
頁
。
な
お
、
前
掲
司
法
省
刑
事
局
「
旧
刑
法
、
治
罪
法
及
旧
刑
事
訴
訟
法
編

纂
沿
革
　（
一
）」
に
は
、「
治
罪
法
草
案
審
査
委
員
被
仰
付
候
事
」
と
し
て
、
総
裁
に
柳
原
、
委
員
に
津
田
・
細
川
・
河
瀬
・
鶴
田
・
村
田
・
名

村
・
昌
谷
・
清
浦
に
対
す
る
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
付
の
辞
令
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
二
一
頁
）。
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（
46
）  

設
置
当
初
の
刑
法
草
案
審
査
局
委
員
は
、
元
老
院
よ
り
五
名
、
司
法
省
よ
り
一
名
、
太
政
官
よ
り
三
名
の
合
計
九
名
で
構
成
さ
れ
た
（
浅
古
弘

「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」（
早
稲
田
法
学
、
五
七
―
三
、
一
九
八
二
）、
三
八
四
頁
）。

（
47
）  

村
田
保
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保
」
お
よ
び
「『
各
国
刑
法
比
照
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
に
詳
し
い
。

（
48
）  
前
掲
村
田
「
法
制
実
歴
談
」、
一
四
四
頁
。
清
浦
奎
吾
は
大
正
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
村
田
保
の
喜
寿
の
祝
辞
に
お
い
て
当
時
を
回
顧
し
、
村

田
の
法
律
に
対
す
る
細
か
い
記
憶
力
や
凝
り
性
で
あ
る
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
大
日
本
水
産
会
編
『
村
田
水
産
翁
伝
』（
大
日
本

水
産
会
、
一
九
一
九
）、
一
三
六
・
一
三
七
頁
）。

（
49
）  

こ
の
間
、
草
案
の
註
釈
書
と
し
て
『
治
罪
法
草
案
註
解
』（
全
四
冊
）
が
逐
次
太
政
官
へ
奏
進
さ
れ
た
。
明
治
十
二
年
十
月
四
日
に
第
一
編
、

そ
の
後
に
第
二
編
、
同
年
十
二
月
十
一
日
に
第
三
編
、
翌
十
三
年
一
月
十
五
日
に
第
四
編
お
よ
び
第
五
編
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
治
罪

法
草
案
註
解
』
や
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
治
罪
法
註
釈
と
は
別
に
、
御
雇
外
国
人
ガ
ン
ベ
・
グ
ロ
ー
ス
（G

am
bet G

ross

）
が
警
視
庁
に
て
明
治
九

年
十
月
十
二
日
よ
り
同
十
一
年
七
月
八
日
に
か
け
て
お
こ
な
っ
た
『
仏
国
治
罪
法
講
義
』
が
あ
る
。
詳
細
は
、
手
塚
豊
「
警
視
庁
御
雇
外
人
ガ
ン

ベ
・
グ
ロ
ー
ス
」（『
明
治
史
研
究
雑
纂
』
所
収
、
慶
應
通
信
、
一
九
九
四
）
に
詳
し
い
。

（
50
）  

村
田
保
講
談
会
筆
記
「
法
律
の
沿
革
」（
講
義
録
、
一
〇
、
一
八
九
三
）、
八
頁
。

（
51
）  

前
掲
利
谷
「
天
皇
制
法
体
制
と
陪
審
制
度
論
」、
五
四
二
―
五
四
八
頁
。

（
52
）  

議
論
の
詳
細
は
、
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
編
『
元
老
院
会
議
筆
記
』（
前
期
第
八
巻
、
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
、
一
九
六
四
）
三
三
七
―

三
五
六
頁
を
参
照
。

（
53
）  

前
掲
石
井
『
明
治
文
化
史
　
法
制
編
』、
四
三
六
頁
。
前
掲
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
に
は
、
会
議
に
お
け
る
内
閣
委
員
清
浦
奎
吾
に
よ
る
説
明

の
な
か
に
、
草
案
の
特
徴
を
「
仏
独
墺
埃
諸
国
ノ
法
ヲ
参
酌
シ
我
現
行
ノ
法
律
及
ヒ
慣
習
ヲ
裁
衷
」（
三
三
九
頁
）
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
記

述
が
み
ら
れ
る
。

（
54
）  

前
掲
小
早
川
『
明
治
法
制
史
論
公
法
之
部
　
下
巻
』、
一
〇
七
二
頁
。
な
お
、
こ
の
う
ち
前
二
草
案
は
治
罪
法
と
と
も
に
一
冊
の
本
に
ま
と
め

ら
れ
、
大
審
院
書
記
局
『
草
案
比
照
治
罪
法
　
完
』
と
し
て
明
治
十
九
年
十
一
月
に
印
行
さ
れ
た
。
扉
に
は
、「
禁
翻
刻
売
買
」
と
あ
る
。
凡
例

に
は
、「
本
書
ハ
現
行
治
罪
法
ニ
基
キ
治
罪
法
草
案
及
同
直
訳
ヲ
以
テ
之
ニ
対
照
比
較
セ
シ
者
ニ
シ
テ
専
ラ
本
院
審
理
ノ
参
考
ニ
供
ス
ル
者
ナ

リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
審
院
で
の
参
考
図
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
55
）  

前
掲
『
草
案
比
照
治
罪
法
』、
八
頁
。

（
56
）  

当
時
の
公
訴
時
効
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
は
次
の
通
り
。
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第
六
三
七
条
　
死
刑
又
ハ
無
期
ノ
施
体
ノ
刑
又
ハ
総
テ
施
体
或
ハ
加
辱
ノ
刑
ヲ
言
渡
ス
可
キ
重
罪
ニ
付
テ
ノ
刑
事
ノ
訴
及
ヒ
民
事
ノ
訴
ハ
其
重

罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ヨ
リ
満
十
年
ヲ
以
テ
期
満
免
除
ノ
期
限
ナ
リ
ト
ス
但
シ
其
期
満
免
除
ヲ
得
ル
ニ
ハ
其
十
年
ノ
時
間
吟
味
ノ
手
続
又
ハ
告
訴
ノ
手

続
ヲ
受
ケ
サ
ル
コ
ト
ヲ
必
要
ナ
リ
ト
ス

　
　
　 
若
シ
其
十
年
ノ
時
間
ニ
吟
味
ノ
手
続
又
ハ
告
訴
ノ
手
続
ヲ
受
ケ
タ
ル
儘
ニ
テ
其
裁
判
言
渡
ヲ
受
ケ
サ
ル
時
ハ
最
終
ノ
吟
味
ノ
手
続
又
ハ
告
訴
ノ

手
続
ノ
日
ヨ
リ
満
十
年
ヲ
以
テ
刑
事
ノ
訴
及
ヒ
民
事
ノ
訴
ノ
期
満
免
除
ノ
期
限
ナ
リ
ト
ス
但
シ
其
吟
味
ノ
手
続
又
ハ
告
訴
ノ
手
続
ニ
全
ク
管
セ

サ
ル
者
ニ
付
テ
モ
亦
同
一
ナ
リ
ト
ス
（
前
掲
『
仏
蘭
西
法
律
書
』
治
罪
法
）

　
　
　 637. L
’action publique et l

’action civile résultant d

’un crim
e de nature à entraîner la peine de m

ort, ou des peines afflictives 
perpétuelles, ou de tout autre crim

e em
portant peine afflictive ou infam

ante, se prescriront après dix années révolues, à 
com
pter du jour où le crim

e aura été com
m
is, si dans cet intervalle il n

’a été fait aucun acte d

’instruction ni de poursuite.

　
　
　 S

’il a été fait, dans cet intervalle, des actes d

’instruction ou de poursuite non suivis de jugem
ent, l

’action publique et l

’action 
civile ne se prescriront qu

’après dix années révolues, à com
pter du dernier acte, à l

’égard m
êm
e des personnes qui ne 

seraient pas im
pliquées dans cet acte d

’instruction ou de poursuite. 

（
前
掲
‘Corps de D

roit Français, Civil, Com
m
ercial et 

Crim
inel

’、
四
三
五
頁
。）

（
57
）  

治
罪
法
に
お
け
る
公
訴
期
満
免
除
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
原
田
和
往
「
公
訴
時
効
制
度
の
歴
史
的
考
察
」（
早
稲
田
法
学
会
誌
、
五
四
、
二
〇

〇
四
）、
一
六
九
―
一
七
四
頁
を
参
照
。

（
58
）  

講
義
は
明
治
八
年
二
月
八
日
よ
り
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
、
三
十
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
詳
細
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
講
述
・
名

村
泰
蔵
訳
『
仏
国
治
罪
法
講
義
』（
明
治
十
六
年
）
に
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、『
日
本
立
法
資
料
全
集
　
別
巻
一
二
三
』（
信
山
社
、
一

九
九
九
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。

（
59
）  

前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅳ
分
冊
、
二
九
二
〇
―
二
九
二
二
頁
。
司
法
省
第
一
段
階
で
成
立
し
た
初
案
は
、「
已
決
未
決
ヲ
別
タ

ス
捕
ニ
就
ク
ノ
日
ヲ
以
テ
棄
捐
ノ
限
リ
ト
定
メ
ン
」（
二
九
二
二
頁
）
と
の
方
針
で
起
草
さ
れ
た
。
刑
事
手
続
法
に
公
訴
時
効
の
規
定
が
置
か
れ

た
こ
と
は
、
日
本
の
時
効
理
論
の
成
立
範
囲
を
狭
め
る
も
の
と
な
っ
た
と
、
松
尾
浩
也
氏
は
指
摘
す
る
（「
公
訴
の
時
効
」（
日
本
刑
法
学
会
編

『
刑
事
訴
訟
法
講
座
第
一
巻
　
訴
訟
の
主
体
・
捜
査
』
所
収
、
有
斐
閣
、
一
九
六
三
）、
二
一
三
頁
）。
道
谷
卓
「
公
訴
時
効

―
歴
史
的
考
察
を

中
心
と
し
て

―
」（
関
西
大
学
法
学
論
集
、
四
三
―
五
、
一
九
九
五
）、
一
四
四
―
一
四
六
頁
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

（
60
）  

前
註
（
37
）
参
照
。
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（
61
）  

前
掲
『
治
罪
法
草
案
註
釈
　
第
一
編
』、
一
六
・
一
七
頁
。
草
案
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　 13. Le délai de la prescription court depuis et y com

pris le jour où l

’infraction a été com
m
ise, et, si elle est continue, depuis 

et y com
m
pris le jour où elle a cessé. （

前
掲
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
‘Projet de Code de Procedure Crim

inelle pour l

’Em
pire du Japon

’ 
accom

pagné d

’un com
m
entaire 

、
一
〇
頁
）

（
62
）  
前
掲
『
治
罪
法
草
案
註
釈
　
第
一
編
』、
一
〇
四
―
一
〇
七
頁
。

（
63
）  
現
代
語
に
翻
訳
し
た
中
村
義
孝
訳
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
刑
事
訴
訟
法
典
草
案
」（
立
命
館
法
学
、
三
二
四
、
二
〇
〇
九
）
は
、
該
当
箇
所
を
「
犯

罪
が
続
行
さ
れ
て
い
る
と
き
」
と
翻
訳
す
る
（
二
〇
九
頁
）。

（
64
）  

森
順
正
は
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
生
れ
の
東
京
士
族
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
来
日
後
に
は
堀
田
忠
正
、
岩
野
新
平
と
と
も
に
私
邸
住
み
込
み
の

書
生
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
十
二
月
、
司
法
省
雇
と
な
る
。
森
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
原
禎
嗣
「
東
京
市
鉄
管
詐
欺
事
件
に
ま
つ
わ
る
も
う
一

つ
の
詐
欺
事
件
に
つ
い
て
」（
法
学
論
集
、
六
八
、
二
〇
一
一
）、
一
八
三
頁
に
詳
し
い
。
同
論
文
は
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
同
三
十
一
年
に
か
け

て
、
当
時
検
事
と
し
て
活
躍
し
た
森
が
、
詐
欺
取
財
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
実
刑
と
な
っ
た
裁
判
の
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
治
罪
法
の
翻
訳
は
特
に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
現
行
犯
」
‘flagrant délit

’と
い
う
訳
語
は
、
翻
訳
者

は
は
じ
め
「
罪
が
そ
こ
に
燃
え
て
い
る
」
と
説
明
し
、
形
の
無
い
も
の
が
燃
え
る
は
ず
が
な
い
と
議
論
に
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
「
現
に
罪
が
犯

さ
れ
て
居
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
成
立
し
た
（
前
掲
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
伝
　
上
巻
』、
八
四
頁
）。

（
65
）  

香
川
達
夫
『
総
合
判
例
研
究
草
書
　
刑
法
（
13
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
九
）、
六
頁
。

（
66
）  

前
掲
矢
野
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
、
そ
の
法
思
想
」
に
は
、「
事
実
関
係
の
判
断
を
『
知
能
』
に
よ
り
、
犯
人
の
責
任
要
素
の
判
断
を
良
心
に
よ

り
行
う
と
す
る
区
別
は
、
フ
ォ
ス
タ
ン
・
エ
リ
ー
の
刑
法
理
論
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
踏
襲
し
た
も
の
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
三
四
七
頁
）。

（
67
）  

前
掲
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
伝
　
上
巻
』、
八
五
頁
。

（
68
）  

学
生
時
代
の
エ
リ
ー
は
、
レ
ン
ヌ
大
学
に
お
い
て
ト
ゥ
リ
エ
（Charles Bonaventure M

arie Toullier

）
に
師
事
し
た
。
弁
護
士
を
経
て
パ

リ
で
博
士
の
学
位
を
取
得
、
そ
の
後
司
法
省
に
入
省
す
る
。
そ
の
間
、
‘Théorie du Code Pénal

’ （Paris, 1871-1872. Chauveau, Adolphe

と
の
共
著
）
な
ど
の
執
筆
を
お
こ
な
っ
た
。
エ
リ
ー
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、Pierre Larousse, 

‘Grand D
ictionnaire U

niversel du XIXe 
Siècle.

’ Gnève-Paris, 1982 

、
一
五
〇
・
一
五
一
頁
を
参
照
。

（
69
）  

フ
ォ
ー
ス
タ
ン
・
ヱ
リ
ー
著
井
上
操
・
一
瀬
勇
三
郎
・
亀
山
貞
義
合
訳
『
仏
国
刑
律
実
用
　
治
罪
法
之
部
』
明
治
十
五
年
印
行
。
近
年
、『
日

本
立
法
資
料
全
集
　
別
巻
四
三
八
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
七
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。
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（
70
）  

条
文
は
、
前
註
（
56
）
参
照
。

（
71
）  

前
掲
『
仏
国
刑
律
実
用
』、
一
二
〇
四
頁
。
筆
者
は
そ
の
他
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
の
当
時
の
学
説
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
方
の
教
示
を
請

う
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
法
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
．ス
テ
フ
ァ
ニ
・
Ｇ
．ル
ヴ
ァ
ス
ー
ル
・
Ｂ
．ブ
ー
ロ
ッ
ク
著
・
澤
登
俊
雄
・
澤
登
佳
人
・
新

倉
修
訳
『
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
〔
刑
法
総
論
〕』（
成
文
堂
、
一
九
八
一
）
を
参
照
。

（
72
）  
こ
れ
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
よ
り
も
先
進
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
（
前
掲
松
尾
「
公
訴
の
時
効
」、
一
九
九

頁
）。

（
73
）  

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
聚
』
明
治
十
七
年
司
法
省
（
一
）。

（
74
）  

前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
第
一
冊
、
四
六
三
―
四
六
五
頁
。
な
お
、
太
政
官
の
指
令
は
「
伺
ノ
通
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

本
文
中
の
素
案
は
司
法
省
に
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
75
）  

本
節
で
扱
う
裁
判
所
・
県
お
よ
び
司
法
省
の
往
復
文
書
は
、『
法
規
分
類
大
全
』
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
お
よ
び
『
公
文

類
聚
』
に
収
録
さ
れ
る
。『
法
規
分
類
大
全
』
で
は
「
請
訓
」
や
「
稟
候
」
の
文
字
が
、「
伺
」
に
修
正
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
76
）  

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
明
治
十
七
年
司
法
省
（
一
）。

（
77
）  

明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
太
政
官
第
六
三
号
布
告
。
問
題
と
な
る
条
文
は
次
の
通
り
。

　
　
　 

第
一
四
条
　
刻
烟
草
ヲ
玉
造
ニ
為
ス
ト
キ
ハ
帯
印
紙
ヲ
以
テ
結
束
シ
其
封
緘
ノ
箇
所
及
印
紙
ノ
彩
紋
ヘ
カ
ケ
製
造
人
ノ
印
章
ヲ
以
テ
消
印
シ
箱

詰
又
ハ
紙
包
ハ
封
緘
ノ
要
部
ニ
印
紙
ヲ
貼
用
シ
製
造
人
ノ
印
章
ヲ
以
テ
之
ニ
消
印
ス
可
シ

　
　
　 

第
三
五
条
　
烟
草
営
業
者
ニ
シ
テ
無
印
紙
又
ハ
不
足
印
紙
ノ
刻
烟
草
ヲ
所
持
シ
又
ハ
売
渡
シ
タ
ル
者
ハ
十
円
以
上
百
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
シ
仍

ホ
其
売
渡
代
価
ヲ
追
徴
ス
之
ヲ
貸
与
譲
与
シ
タ
ル
者
モ
同
ク
其
罪
ヲ
論
ス

　
　
　 

第
三
六
条
　
帳
簿
ノ
登
記
ヲ
詐
テ
脱
税
ヲ
謀
リ
若
ク
ハ
脱
税
ノ
便
ヲ
与
ヘ
タ
ル
者
又
ハ
届
書
ニ
詐
偽
ノ
記
載
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
十
円
以
上
百
円

以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　
　
　 

第
三
八
条
　
第
六
条
第
一
四
条
第
一
五
条
第
二
一
条
第
二
四
条
ニ
違
犯
シ
タ
ル
者
及
第
二
三
条
ニ
違
犯
シ
テ
帳
簿
ノ
閲
製
ヲ
怠
ル
者
ハ
五
円
以

上
十
五
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
シ
仍
ホ
犯
罪
ニ
係
ル
烟
草
ハ
之
ヲ
没
収
シ
之
ヲ
売
捌
キ
タ
ル
者
ハ
其
代
価
ヲ
追
徴
ス

　
　
　 

第
四
六
条
　
此
規
則
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
刑
法
ノ
不
論
罪
及
減
軽
再
犯
加
重
数
罪
俱
発
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス
（『
法
令
全
書
』
明
治
十
五
年
、
八

七
・
九
〇
・
九
一
頁
）

（
78
）  

『
公
文
類
聚
』
に
は
「
稟
候
」
と
あ
る
。
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（
79
）  

前
掲
『
公
文
録
』
明
治
十
七
年
司
法
省
（
一
）。

（
80
）  

第
四
三
〇
条
　
前
数
条
ニ
記
載
ス
ル
ノ
外
各
地
方
ノ
便
宜
ニ
ヨ
リ
定
ム
ル
所
ノ
違
警
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
其
罰
則
ニ
従
テ
処
断
ス
（
前
掲
『
法

規
分
類
大
全
』
五
四
、
刑
法
門
第
一
冊
、
四
四
一
頁
、
福
岡
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
岡
県
警
察
史
　
明
治
大
正
編
』（
福
岡
県
警
察
本

部
、
一
九
七
八
）、
八
五
二
頁
）

　
　
　
特
徴
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
は
、
前
掲
小
田
中
「
刑
事
訴
訟
法
の
歴
史
的
分
析
」、
三
一
八
頁
を
参
照
。

（
81
）  
全
文
は
前
掲
『
福
岡
県
警
察
史
　
明
治
大
正
編
』
八
五
二
―
八
五
四
頁
。
本
伺
の
該
当
条
文
は
次
の
通
り
。

　
　
　 

第
二
条
　
左
ノ
諸
件
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
、
二
日
以
上
五
日
以
下
ノ
拘
留
ニ
処
シ
、
又
ハ
五
十
銭
以
上
一
円
以
下
ノ
科
料
ニ
処
ス

　
　
　
　
三
　
定
リ
タ
ル
住
居
ナ
ク
、
平
常
営
生
ノ
産
業
ナ
キ
者
ヲ
知
リ
テ
宿
泊
セ
シ
メ
タ
ル
者

（
82
）  

明
治
十
四
年
太
政
官
第
八
〇
号
布
告
（
前
掲
『
福
岡
県
警
察
史
　
明
治
大
正
編
』、
八
五
四
頁
）。「
違
警
罪
ノ
儀
ハ

―
中
略

―
治
安
裁
判

所
ニ
於
テ
裁
判
ス
ヘ
キ
処
、
当
分
ノ
内
府
県
警
察
署
及
ヒ
其
分
署
ニ
於
テ
裁
判
セ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。

（
83
）  

前
掲
『
公
文
録
』
明
治
十
七
年
司
法
省
（
一
）。
な
お
、
司
法
省
で
は
こ
の
間
、
烟
草
税
則
「
御
起
按
ノ
主
意
致
承
知
度
」
大
蔵
省
へ
照
会
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
照
会
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
名
村
泰
蔵
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
蔵
省
は
、「
無
印
紙
不
足
印
紙
ノ
煙
草
ヲ
所
持
シ
テ
之

ヲ
売
渡
シ
又
ハ
売
渡
シ
テ
其
時
日
或
ハ
買
受
人
ヲ
異
ニ
シ
タ
ル
如
キ
ハ
総
テ
御
見
込
ノ
通
一
罪
ヲ
以
問
フ
ヘ
キ
筋
ト
見
込
候
」
と
回
答
し
た
。

（
84
）  

前
掲
霞
「
明
治
期
に
お
け
る
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
」、
四
・
五
頁
。

（
85
）  

前
掲
岩
谷
「
明
治
十
五
年
前
後
の
訓
令
シ
ス
テ
ム
概
観
」、
一
四
五
―
一
四
八
頁
。

（
86
）  

横
田
国
臣
『
治
罪
法
講
義
』（
金
港
堂
、
明
治
十
三
・
十
四
年
）。
近
年
、『
日
本
立
法
資
料
全
集
　
別
巻
一
二
一
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
）
と

し
て
復
刻
さ
れ
た
。
横
田
国
臣
は
、
明
治
九
年
司
法
省
出
仕
、
同
十
九
年
に
法
律
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
そ
の
後
、
検
事
総
長
お
よ
び
大

審
院
長
を
歴
任
し
た
。
司
法
部
内
に
お
け
る
治
罪
法
、
刑
事
訴
訟
法
の
立
法
に
尽
力
し
た
大
功
労
者
と
し
て
知
ら
れ
、「
自
分
の
思
っ
た
事
は
何

処
ま
で
も
実
行
す
る
底
の
人
」
で
、
そ
の
た
め
懲
戒
免
職
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
（「
薨
去
せ
ら
れ
し
横
田
男
」『
法
律
新
聞
』
二

〇
九
二
号
、
大
正
十
二
年
二
月
二
十
八
日
）。
横
田
に
関
す
る
最
新
の
業
績
に
、
小
貫
芳
信
「『
最
高
不
倒
距
離
』
の
人
　
横
田
国
臣
」（
法
曹
、

七
三
二
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

（
87
）  

治
罪
法
が
公
布
さ
れ
た
明
治
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
註
釈
書
は
管
見
の
か
ぎ
り
、
越
山
益
三
訓
『
治
罪
法
俗
解
』（
全
四
巻
、
錦
森
堂
）、
立
野

胤
政
編
輯
『
治
罪
法
註
解
』（
全
五
巻
、
東
京
書
林
）、
堀
田
正
忠
『
治
罪
法
釈
義
』（
全
三
巻
、
警
視
庁
蔵
版
）、
村
田
保
『
治
罪
法
註
釈
』（
全

八
巻
、
内
田
正
栄
堂
）
お
よ
び
前
掲
横
田
『
治
罪
法
講
義
』
の
五
冊
で
あ
る
。
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（
88
）  

前
掲
横
田
『
治
罪
法
講
義
』、
五
〇
・
五
一
頁
。

（
89
）  

井
上
操
『
治
罪
法
講
義
』（
全
三
巻
、
知
新
社
、
明
治
十
九
年
）。
近
年
、『
日
本
立
法
資
料
全
集
　
別
巻
一
〇
七
―
一
〇
九
』（
信
山
社
、
一
九

九
八
）
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。
井
上
操
は
司
法
省
法
学
校
正
則
科
第
一
期
生
と
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
学
び
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
明
治
十
年
司
法
省
出
仕
、
同
十
四
年
に
は
エ
リ
ー
の
『
仏
国
刑
法
実
用
』
を
翻
訳
。
そ
の
後
大
阪
控
訴
院
部
長
ま
で
昇
進
し
た

が
、
同
二
十
七
年
の
落
馬
事
故
を
き
っ
か
け
に
退
官
、
同
三
十
八
年
五
十
九
歳
で
逝
去
し
た
。
略
歴
に
つ
い
て
は
、
園
田
寿
「
井
上
操
の
刑
法
理

論
」（
関
西
大
学
法
学
論
集
、
三
・
四
・
五
、
一
九
八
七
）
を
参
照
。

（
90
）  

前
掲
井
上
『
治
罪
法
講
義
』、
二
六
一
・
二
六
二
頁
。

（
91
）  

前
掲
井
上
『
治
罪
法
講
義
』、
二
六
七
頁
。

（
92
）  

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
司
法
部
内
同
盟
員
編
纂
『
治
罪
法
訓
令
類
纂
並
監
獄
則
』（
同
盟
印
刷
、
明
治
十
七
年
十
一
月
）、
五
六
・
五
七
頁
。

本
書
に
は
、
明
治
十
四
年
よ
り
同
十
七
年
九
月
ま
で
の
司
法
省
指
令
お
よ
び
内
訓
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
凡
例
に
は
「
本
書
ハ
同
盟
者
謄
写
ノ
労

ヲ
厭
ヒ
之
ヲ
印
刷
ニ
付
セ
リ
故
ニ
売
品
ニ
ア
ラ
ス
」
と
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、
秋
田
地
方
裁
判
所
図
書
印
が
あ
る
。
な
お
、

明
治
二
十
八
年
よ
り
以
前
の
判
例
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
前
掲
霞
『
明
治
初
期
刑
事
法
の
基
礎
的
研
究
』、
四
八
頁
を
参
照
。

（
93
）  

た
だ
し
、
前
註
（
92
）
に
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
訓
令
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
94
）  

魚
山
徳
次
朗
・
溝
淵
正
気
編
・
亀
山
貞
義
閲
『
実
用
訴
訟
法
典
：
法
令
・
判
例
・
内
訓
・
回
答
・
決
議
・
対
照
』（
明
治
法
律
学
校
講
法
会
、

明
治
二
十
七
年
）、
一
〇
頁
。

（
95
）  

「
裁
判
粹
誌
大
審
院
刑
事
判
決
例
　
第
八
巻
之
上
」（
ば
り
す
と
る
法
学
士
法
学
博
士
弁
護
士
増
島
六
一
郎
編
纂
『
裁
判
粹
誌
』
所
収
、
裁
判
粹

誌
社
、
明
治
二
十
七
年
）、
三
―
五
頁
。
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三
田
　
奈
穂
（
み
た
　
な
ほ
）

　
所
属
・
現
職
　
中
央
学
院
大
学
法
学
部
兼
任
講
師

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
法
制
史
学
会
・
日
本
古
文
書
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
日
本
法
制
史
（
近
代
）

　
主
要
著
作
　
　 「
旧
刑
法
『
数
罪
倶
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察

―
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編

纂
を
中
心
と
し
て

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
七
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　 「
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保

―
数
罪
倶
発
案
を
手
掛
か
り
と
し
て

―
」『
法
学
政

治
学
論
究
』
第
七
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　 「『
各
国
刑
法
比
照
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
二
号
（
二
〇

一
二
年
）


